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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式（Ｉ）
【化１】

（式中、
　Ｒ１はメチル残基であり；
　Ｒ２はメチル残基であり；
　Ｒ３は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　Ｒ４は－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）
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－Ｒ５であり；
　Ｒ５は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　ｍは１～１００の値を有し；
　ｎは１～３０００の値を有し；
　ｗは１であり；
　ｘは１であり；
　ｙは１であり；そして
　ｚは１である）
の１種または２種以上のポリシロキサン類を含む化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項２】
　ｍの平均値が１～１０である、請求項１に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項３】
　ｎの平均値が４０～６００である、請求項１または２に記載の化粧料組成物または医薬
組成物。
【請求項４】
　ｎの平均値が４０～３５０である、請求項３に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項５】
　最終組成物を基準として０．０１～１０重量％の前記一般式（Ｉ）のポリシロキサン類
を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項６】
　最終組成物を基準として０．１～５重量％の前記一般式（Ｉ）のポリシロキサン類を含
む、請求項５に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項７】
　最終組成物を基準として０．３～３重量％の前記一般式（Ｉ）のポリシロキサン類を含
む、請求項６に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項８】
　装飾用化粧料（ｄｅｃｏｒａｔｉｖｅ　ｃｏｓｍｅｔｉｃ）であり、かつ顔料、着色剤
、色素（ｔｉｎｔ）、染料（ｄｙｅ）、パール光沢付与物質および光輝性付与（ｇｌｉｔ
ｔｅｒ　ｉｍｐａｒｔｉｎｇ）物質からなる群から選択される１種または２種以上の物質
を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項９】
　メイクアップ料、アイシャドウ、口紅またはマスカラである、請求項８に記載の化粧料
組成物または医薬組成物。
【請求項１０】
　サンスクリーン組成物であり、かつ無機および有機ＵＶ吸収剤からなる群から選択され
る１種または２種以上の物質を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の化粧料組成物
または医薬組成物。
【請求項１１】
　エマルジョンである、請求項１～１０のいずれか１項に記載の化粧料組成物または医薬
組成物。
【請求項１２】
　油中水型（Ｗ／Ｏ型）エマルジョンまたは水中油型（Ｏ／Ｗ型）エマルジョンである、
請求項１１に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項１３】
　油中水型エマルジョンである、請求項１２に記載の化粧料組成物または医薬組成物。
【請求項１４】
　乳化剤としての、以下の一般式（Ｉ）
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【化２】

（式中、
　Ｒ１はメチル残基であり；
　Ｒ２はメチル残基であり；
　Ｒ３は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　Ｒ４は－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）
－Ｒ５であり；
　Ｒ５は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　ｍは１～１００の値を有し；
　ｎは１～３０００の値を有し；
　ｗは１であり；
　ｘは１であり；
　ｙは１であり；そして
　ｚは１である）
の１種または２種以上のポリシロキサン類の使用。
【請求項１５】
　請求項１１に記載の組成物中の乳化剤としての、以下の一般式（Ｉ）

【化３】

（式中、
　Ｒ１はメチル残基であり；
　Ｒ２はメチル残基であり；
　Ｒ３は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　Ｒ４は－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）
－Ｒ５であり；
　Ｒ５は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　ｍは１～１００の値を有し；
　ｎは１～３０００の値を有し；
　ｗは１であり；
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　ｘは１であり；
　ｙは１であり；そして
　ｚは１である）
の１種または２種以上のポリシロキサン類の使用。
【請求項１６】
　ｍの平均値が１～１０である、請求項１４または１５に記載の使用。
【請求項１７】
　ｎの平均値が４０～６００である、請求項１４～１６のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１８】
　ｎの平均値が４０～３５０である、請求項１７に記載の使用。
【請求項１９】
　無機および有機ＵＶ吸収剤からなる群から選択される１種または２種以上の物質を含む
組成物のサンプロテクションファクターを向上させるための、以下の一般式（Ｉ）
【化４】

（式中、
　Ｒ１はメチル残基であり；
　Ｒ２はメチル残基であり；
　Ｒ３は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　Ｒ４は－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）
－Ｒ５であり；
　Ｒ５は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　ｍは１～１００の値を有し；
　ｎは１～３０００の値を有し；
　ｗは１であり；
　ｘは１であり；
　ｙは１であり；そして
　ｚは１である）
の１種または２種以上のポリシロキサン類の使用。
【請求項２０】
　請求項１０に記載の組成物中の、無機および有機ＵＶ吸収剤からなる群から選択される
１種または２種以上の物質を含む組成物のサンプロテクションファクターを向上させるた
めの、以下の一般式（Ｉ）



(5) JP 5531012 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

【化５】

（式中、
　Ｒ１はメチル残基であり；
　Ｒ２はメチル残基であり；
　Ｒ３は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　Ｒ４は－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）
－Ｒ５であり；
　Ｒ５は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
　ｍは１～１００の値を有し；
　ｎは１～３０００の値を有し；
　ｗは１であり；
　ｘは１であり；
　ｙは１であり；そして
　ｚは１である）
の１種または２種以上のポリシロキサン類の使用。
【請求項２１】
　ｍの平均値が１～１０である、請求項１９または２０に記載の使用。
【請求項２２】
　ｎの平均値が４０～６００である、請求項１９～２１のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２３】
　ｎの平均値が４０～３５０である、請求項２２に記載の使用。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カルバマート官能基を有する１種または２種以上のポリシロキサン類を含む
化粧料組成物または医薬組成物、および化粧料産業における乳化剤としてのその使用に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　窒素－（Ｎ－）含有官能基を持たせたシリコーン化合物に関する文献は存在する。しか
しながら、こうした化合物は、多くの場合、カルバマート官能基を含むシリコーン化合物
と大きく異なるものであり、たとえばアミノまたはアミド官能性シリコーン化合物がある
。こうした化合物は、たとえば繊維産業では可塑剤として、あるいは化粧料産業において
表面処理剤、増粘剤として使用される。一方で、化粧料および医薬品業界では、たとえば
乳化剤として有利に働き得る物質に対する需要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】欧州特許第１５７６９４５号明細書
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【特許文献２】欧州特許第１７５４４６８号明細書
【特許文献３】米国特許第４，１０４，２９６号明細書
【特許文献４】国際公開第２００８／００８０７７号パンフレット
【特許文献５】国際公開第２００７／０２４７９２号パンフレット
【特許文献６】韓国特許第２００７０７２０６９号明細書
【特許文献７】米国特許第５，６７２，３３８号明細書
【特許文献８】国際公開第００／１２０５３号パンフレット
【特許文献９】欧州特許第５０４０６６号明細書
【特許文献１０】国際公開第９８／５８６２５号パンフレット
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の目的は、乳化可能であり、化粧料組成物に慣用される添加剤および助剤との適
合性があり、処方に容易に混和することができ、できる限り最も透明な外観を与えること
ができ、かつ乳化剤として有利に働き得る成分を含む化粧料組成物および医薬組成物を提
供することであった。さらに、本組成物は、良好な持続性（ｓｕｂｓｔａｎｔｉｖｉｔｙ
）を有し、柔軟化作用を示し、色吸収挙動（ｃｏｌｏｒ　ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ　ｂｅｈ
ａｖｉｏｒ）を改善し、そして染色または着色された毛髪の色安定性を向上させると考え
られる。
【０００５】
　驚いたことに、以下の一般式（Ｉ）の１種または２種以上のポリシロキサン類を化粧料
組成物または医薬組成物に組み込むと、この目的が解決することが見出された。
【化１】

式中、
　Ｒ１は、場合によりフルオロ、クロロまたはブロモで置換された一価のＣ１～Ｃ１８炭
化水素残基；水素原子－Ｈ；Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ残基；ヒドロキシル残基－ＯＨおよ
びアルキルグリコール残基からなる群から選択される同一または異なる残基を表し；
　Ｒ２は、場合によりフルオロ、クロロまたはブロモで置換された一価のＣ１～Ｃ１８炭
化水素残基；水素原子－Ｈ；Ｒ１

ａが場合によりフルオロ、クロロまたはブロモで置換さ
れた一価のＣ１～Ｃ１８炭化水素残基、好ましくはＣ１～Ｃ１８アルコキシ残基であるＯ
Ｒ１

ａ残基；ヒドロキシル残基－ＯＨおよびアルキルグリコール残基からなる群から選択
される同一または異なる残基を表し；
　Ｒ３は、場合によりヒドロキシル、アルコキシ、好ましくはＣ１～Ｃ１０アルコキシ、
フルオロ、クロロまたはブロモで置換されたＣ１～Ｃ１８炭化水素残基であり；
　Ｒ４はＨまたは－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ
（ＯＨ）－Ｒ５であり、好ましくは－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（
ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）－Ｒ５であり；
　Ｒ５は、場合によりヒドロキシル、アルコキシ、好ましくはＣ１～Ｃ１０アルコキシ、
フルオロ、クロロまたはブロモで置換されたＣ１～Ｃ１８炭化水素残基であり；
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　ｍは１～５００の値を持ち、好ましくは平均値が１～５０であり；
　ｎは１～５０００の値を持ち、好ましくは平均値が１０～１５００であり；
　ｗは０～１０の値を持ち；
　ｘは０～１０の値を持ち；
　ｙは０～１０の値を持ち；
　ｚは１、２、３または４である。
【０００６】
　したがって、本発明は、以下の一般式（Ｉ）の１種または２種以上のポリシロキサン類
を含む化粧料組成物または医薬組成物に関する。
【化２】

式中、
Ｒ１は、場合によりフルオロ、クロロまたはブロモで置換された一価のＣ１～Ｃ１８炭化
水素残基；水素原子－Ｈ；Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ残基；ヒドロキシル残基－ＯＨおよび
アルキルグリコール残基からなる群から選択される同一または異なる残基を表し；
Ｒ２は、場合によりフルオロ、クロロまたはブロモで置換された一価のＣ１～Ｃ１８炭化
水素残基；水素原子－Ｈ；Ｒ１

ａが場合によりフルオロ、クロロまたはブロモで置換され
た一価のＣ１～Ｃ１８炭化水素残基、好ましくはＣ１～Ｃ１８アルコキシ残基であるＯＲ

１
ａ残基；ヒドロキシル残基－ＯＨおよびアルキルグリコール残基からなる群から選択さ

れる同一または異なる残基を表し；
Ｒ３は、場合によりヒドロキシル、アルコキシ、好ましくはＣ１～Ｃ１０アルコキシ、フ
ルオロ、クロロまたはブロモで置換されたＣ１～Ｃ１８炭化水素残基であり；
Ｒ４　はＨ、または－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－Ｃ
Ｈ（ＯＨ）－Ｒ５であり、好ましくは－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－
（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）－Ｒ５であり；
Ｒ５は、場合によりヒドロキシル、アルコキシ、好ましくはＣ１～Ｃ１０アルコキシ、フ
ルオロ、クロロまたはブロモで置換されたＣ１～Ｃ１８炭化水素残基であり；
ｍは１～５００の値を持ち、好ましくは平均値が１～５０であり；
ｎは１～５０００の値を持ち、好ましくは平均値が１０～１５００であり；
ｗは０～１０の値を持ち；
ｘは０～１０の値を持ち；
ｙは０～１０の値を持ち；
ｚは１、２、３または４である。
【０００７】
　ポリシロキサン鎖に沿って「ｍ」および「ｎ」で表された一般式（Ｉ）のＳｉ－を含む
構造単位の分布は、統計的分布でも、無秩序な分布でもまたはブロックごとの（ｂｌｏｃ
ｋｗｉｓｅ）分布でもよい。
【０００８】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、たとえば以下の式による少なくとも１個のカルバ
マート構造単位を含むことを特徴とする。
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【化３】

【０００９】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類では、こうしたカルバマート構造単位が、ポリシロキ
サン鎖に結合する１個または２種以上の残基の一部を形成する。一般式（Ｉ）を見ると分
かるように、カルバマート含有残基はポリシロキサン鎖の末端に結合していない、すなわ
ちカルバマート含有残基はポリシロキサン鎖の末端の一方または両方に結合してはいない
が、ポリシロキサン鎖の側面に結合している。さらに、一般式（Ｉ）を見ると分かるよう
に、カルバマート基は、架橋単位およびそれらの窒素原子Ｎを介してポリシロキサン鎖に
結合している。
【００１０】
　特許文献１には、１種または複数種の置換アミノポリオルガノシロキサンを含む化粧料
組成物または医薬組成物が開示されている。このアミノポリシロキサンに存在するアミノ
基は、少なくとも一部が、乳化剤の特性を持つ界面活性剤モノアルコールポリグリコール
エーテルのラジカルを含む基で置換されている。
【００１１】
　特許文献２には、ケラチン繊維、特にヒト毛髪の洗浄およびケアのための、化粧料組成
物または医薬組成物におけるポリ四級ポリシロキサンの使用が開示されている。こうした
ポリ四級ポリシロキサンは、４個のラジカルを有し、したがって正電荷を帯びた窒素原子
Ｎを含む。
【００１２】
　特許文献３には、以下の式による官能基を有する有機の官能基シリコーン成分が記載さ
れている。

【化４】

式中、Ｒ’’は、水素および／または炭素原子数１～４のアルキルであり、ｘは約２～約
８であり、ｎは少なくとも１である。こうした成分は、たとえば無機基質に対する様々な
樹脂の付着性を高めるのに有用である。
【００１３】
　特許文献４には、カルバマート基を含む官能性ポリシロキサンが記載されている。特許
文献４のポリシロキサンのカルバマート基は、末端に結合している残基の一部を形成する
、すなわち、この残基はポリシロキサン鎖の末端に結合している。特許文献４の官能性ポ
リシロキサンは、海洋環境における防汚材料として有用である場合がある。
【００１４】
　特許文献５には、シリコーン鎖の末端に結合しているカルバマート基を含むシリコーン
が記載されている。特許文献５のカルバマート基含有シリコーンは、接着剤の製造に使用
され得る。
【００１５】
　特許文献６には、カルバマート構造単位を含む、側面に結合した残基を有するポリシロ
キサンが記載されている。このポリシロキサンは、たとえば繊維柔軟剤に使用することが
できる。
【００１６】
　特許文献７には、パーソナルケアおよび化粧料組成物中に使用できるヒドロキシルカル
バマート官能性シリコーンが開示されている。特許文献７のヒドロキシルカルバマート官
能基性シリコーンのカルバマート基は、架橋単位およびそれらの酸素原子Ｏを介してシリ
コーン鎖に結合している。
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　以下、一般式（Ｉ）の残基についてより詳細に説明する。
【００１８】
　Ｃ１～Ｃ１８炭化水素残基Ｒ１の例としては、アルキル残基、たとえばメチル残基、エ
チル残基、ｎ－プロピル残基、イソ－プロピル残基、ｎ－ブチル残基、イソ－ブチル残基
、ｔｅｒｔ－ブチル残基、ｎ－ペンチル残基、ネオ－ペンチル残基、ｔｅｒｔ－ペンチル
残基、ヘキシル残基、ヘプチル残基、たとえばｎ－ヘプチル残基、オクチル残基およびイ
ソ－オクチル残基、たとえば２，２，４－トリメチルペンチル残基、ノニル残基、たとえ
ばｎ－ノニル残基、デシル残基、たとえばｎ－デシル残基、ドデシル残基、たとえばｎ－
ドデシル残基、シクロアルキル残基、たとえばシクロペンチル残基、シクロヘキシル残基
、シクロヘプチル残基およびメチルシクロヘキシル残基、アリール残基、たとえばフェニ
ル残基およびナフチル残基、アルカリール残基、たとえばｏ－、ｍ－、ｐ－トリル残基、
キシリル残基およびエチルフェニル残基、アラルキル残基、たとえばベンジル残基、α－
およびβ－フェニルエチル残基がある。
【００１９】
　上記の炭化水素残基は任意に、脂肪族二重結合を含む。
【００２０】
　その例として、アルケニル残基、たとえばビニル残基、アリル残基、５－ヘキセン－１
－イル残基、Ｅ－４－ヘキセン－１－イル残基、Ｚ－４－ヘキセン－１－イル残基、２－
（３－シクロヘキセニル）エチル残基およびシクロドデカ－４，８－ジエニル残基がある
。脂肪族二重結合を有する好ましい残基には、ビニル残基、アリル残基および５－ヘキセ
ン－１－イル残基がある。ただし、好ましくは、二重結合を含む炭化水素残基Ｒ１は、多
くて１％である。
【００２１】
　フッ素原子、塩素原子または臭素原子で置換されたＣ１～Ｃ１８炭化水素残基の例とし
ては、３，３，３－トリフルオロ－ｎ－プロピル残基、２，２，２，２’，２’，２’－
ヘキサフルオロイソプロピル残基、ヘプタフルオロイソプロピル残基、ならびにｏ－、ｍ
－およびｐ－クロロフェニル残基がある。
【００２２】
　アルキルグリコール残基Ｒ１の例として、以下の式（Ｘ）由来のものがある。
【化５】

式中
Ｒ１０は、水素原子または炭素原子数１～４のアルキル基であり、
Ｒ１１は、水素原子または炭素原子数１～４のアルキル基であり、
ｘは１～６の値を有し、そして
ｙは１～４０の値を有する。
【００２３】
　Ｃ１～Ｃ１８炭化水素残基Ｒ２の例として、飽和直鎖もしくは分枝鎖または環状アルキ
ル残基、たとえばメチル残基およびエチル残基のほか、プロピル残基、ブチル残基、ペン
チル残基、ヘキシル残基、２－メチルプロピル残基、シクロヘキシル残基およびオクタデ
シル残基、酸素原子またはヒドロキシル残基を介して結合したアルキル残基がある。アル
キル残基について記載した例はすべて、アルコキシ残基にも当てはまる。
【００２４】
　アルキルグリコール残基Ｒ２の例として以下の式（Ｘ）由来のものがある。
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【化６】

式中
Ｒ１０は、水素原子または炭素原子数１～４のアルキル基であり、
Ｒ１１は、水素原子または炭素原子数１～４のアルキル基であり、
ｘは１～６の値を有し、そして
ｙは１～４０の値を有する。
【００２５】
　Ｃ１～Ｃ１８炭化水素残基Ｒ３の例には、アルキル残基、たとえばメチル残基、エチル
残基、ｎ－プロピル残基、イソ－プロピル残基、ｎ－ブチル残基、イソ－ブチル残基、ｔ
ｅｒｔ－ブチル残基、ｎ－ペンチル残基、ネオ－ペンチル残基、ｔｅｒｔ－ペンチル残基
、ヘキシル残基、ヘプチル残基、たとえばｎ－ヘプチル残基、オクチル残基およびイソ－
オクチル残基、たとえば２，２，４－トリメチルペンチル残基、ノニル残基、たとえばｎ
－ノニル残基、デシル残基、たとえばｎ－デシル残基、ドデシル残基、たとえばｎ－ドデ
シル残基、シクロアルキル残基、たとえばシクロペンチル残基、シクロヘキシル残基、シ
クロヘプチル残基およびメチルシクロヘキシル残基、ヒドロキシル、アルコキシ（ａｌｃ
ｏｘｙ）残基、フッ素原子、塩素原子または臭素原子で置換された炭化水素残基が含まれ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明の好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、一般式（Ｉ）の１
種または２種以上のポリシロキサン類を含み、式中、Ｒ２は、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ基；
アルキル基、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル基、特に好ましくはメチル基；およびヒドロ
キシル基からなる群から選択される。一般式（Ｉ）のこれらのポリシロキサン類では、Ｒ

１は、好ましくはメチルである。
【００２７】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は油類である。
【００２８】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類により毛髪着色剤の色吸収挙動（ｃｏｌｏｒ　ａｂｓ
ｏｒｐｔｉｏｎ　ｂｅｈａｖｉｏｒ）を改善することができる。また、ヘアスタイリング
組成物の場合、一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、ボリュームアップ（ｖｏｌｕｍｉｚ
ｉｎｇ）および光沢付与効果が著しい。さらに、本発明により使用される一般式（Ｉ）の
ポリシロキサン類の、疎水性要素との良好な適合性、良好な分散および乳化力、低粘度に
加え高濃縮形態での混和性（ｉｎｃｏｒｐｏｒａｂｉｌｉｔｙ）に優れていることと結び
付いた良好な粘度挙動および透明な外観は有利である。一般式（Ｉ）のポリシロキサン類
は良好な皮膚感覚特性を特徴とし、良好な展延性（ｓｐｒｅａｄａｂｉｌｉｔｙ）および
優れた滑り性（ｇｌｉｄｉｎｇ）およびキャリア効果を示す。さらに、これらは、熱、Ｕ
Ｖ放射およびＩＲ放射の影響を受けにくい。このため、これらは、毛髪ケアおよび毛髪洗
浄組成物、毛髪着色剤、皮膚ケアおよび皮膚洗浄組成物、サンスクリーン組成物、脱臭剤
、制汗剤および装飾用化粧料（ｄｅｃｏｒａｔｉｖｅ ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ）の有用な構
成成分である。
【００２９】
　本発明の化粧料組成物または医薬組成物は、好ましくは一般式（Ｉ）の１種または２種
以上のポリシロキサン類を含み、式中
Ｒ１は、水素、メチル、フェニル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシおよびヒドロキシル残基からな
る群から選択される同一または異なる残基を表し；
Ｒ２は、水素、メチル、フェニル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシおよびヒドロキシル残基からな
る群から選択される同一または異なる残基を表し；
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Ｒ３は、ヒドロキシル残基またはＣ１～Ｃ３アルコキシ残基で置換されたＣ１～Ｃ６炭化
水素残基であり；
Ｒ４はＨ、または－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ
（ＯＨ）－Ｒ５であり、好ましくは－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（
ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）－Ｒ５であり；
Ｒ５は、ヒドロキシル残基またはＣ１～Ｃ３アルコキシ残基で置換されたＣ１～Ｃ６炭化
水素残基であり；
ｍは１～１００の値を持ち、好ましくは平均値が１～１０であり；
ｎは１～３０００の値を持ち、好ましくは平均値が４０～６００であり、特に好ましくは
平均値が４０～３５０であり；
ｗは１～６の値を有し；
ｘは１～６の値を有し；
ｙは１～６の値を有し；そして
ｚは１、２または３である。
【００３０】
　本発明の化粧料組成物または医薬組成物は、特に好ましくは一般式（Ｉ）の１種または
２種以上のポリシロキサン類を含み、式中
Ｒ１はメチル残基であり；
Ｒ２は、メチル；ＯＨおよびＯＣＨ３からなる群から選択される同一または異なる残基を
表し；
Ｒ３は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
Ｒ４は－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）－
Ｒ５であり；
Ｒ５は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
ｍは１～１００の値を持ち、好ましくは平均値が１～１０であり；
ｎは１～３０００の値を持ち、好ましくは平均値が４０～６００であり、特に好ましくは
平均値が４０～３５０であり；
ｗは１であり；
ｘは１であり；
ｙは１であり；そして
ｚは１である。
【００３１】
　本発明の化粧料組成物または医薬組成物は、特に好ましくは一般式（Ｉ）の１種または
２種以上のポリシロキサン類を含み、式中
Ｒ１はメチル残基であり；
Ｒ２はメチル残基であり；
Ｒ３は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
Ｒ４は－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）ｚ－ＣＨ（ＯＨ）－
Ｒ５であり；
Ｒ５は－ＣＨ２－ＯＨ残基であり；
ｍは１～１００の値を持ち、好ましくは平均値が１～１０であり；
ｎは１～３０００の値を持ち、好ましくは平均値が４０～６００であり、特に好ましくは
平均値が４０～３５０であり；
ｗは１であり；
ｘは１であり；
ｙは１であり；そして
ｚは１である。
【００３２】
　本発明による組成物は最終組成物を基準として、好ましくは０．０１～１０重量％、特
に好ましくは０．１～５重量％、特に好ましくは０．３～３重量％の一般式（Ｉ）の１種
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または２種以上のポリシロキサン類を含む。
【００３３】
　本発明による組成物は、たとえば水性組成物でも、水性アルコール性（ａｑｕｅｏｕｓ
－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ）組成物でも、水性表面活性組成物もしくはアルコール性組成物で
も、または無水形の油類をベースとした組成物を含む油類をベースとした組成物でもよく
、すなわちエマルジョンでも、懸濁物でも、または分散物でもよい。
【００３４】
　本発明の好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は水性型、水性アルコ
ール性（ａｑｕｅｏｕｓ－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ）型、水性表面活性型またはアルコール性
型であるか、または油類をベースとした無水組成物を含む油類をベースとした組成物であ
り、すなわちエマルジョン、懸濁物または分散物の形態、より詳細には、液体、フォーム
、スプレー、ゲル、ムース、ローション、クリームまたは粉末の形態である。
【００３５】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類を用いると、透明な組成物、粘性の組成物、水性組成
物、水性アルコール性（ａｑｕｅｏｕｓ－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ）組成物、水性表面活性組
成物、アルコール性組成物、さらに油をベースとした非常に美しい外観の組成物を調製す
ることができる。
【００３６】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、化粧料製剤
または医薬製剤である。
【００３７】
　本発明による組成物のさらに好ましい実施形態は、液体、ゲル、油、フォーム、スプレ
ー、ローション、クリームゲル、クリームおよび粉末である。
【００３８】
　本発明に従って一般式（Ｉ）のポリシロキサン類の優れた持続性（ｓｕｂｓｔａｎｔｉ
ｖｉｔｙ）、コンディショニング効果、ならびに光沢付与およびボリュームアップ効果を
用いれば、ヘアトリートメント組成物、好ましくはシャンプー、ヘアコンディショナー、
ヘアトリートメント、スタイリング組成物、ヘアリンス、ボリュームスプレー（ｖｏｌｕ
ｍｅ　ｓｐｒａｙ）、スタイリング液（ｓｔｙｌｉｎｇ　ｆｌｕｉｄ）、ヘアフォーム、
ヘアゲル、セット組成物、ヘアスプレー、ムース、ヘアオイルおよび仕上げ液（ｅｎｄｓ
　ｆｌｕｉｄｓ）が製造される。
【００３９】
　したがって、本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は
、ヘアトリートメント組成物、好ましくはシャンプー、ヘアコンディショナー、ヘアトリ
ートメント、スタイリング組成物、ヘアリンス、ボリュームスプレー（ｖｏｌｕｍｅ　ｓ
ｐｒａｙ）、スタイリング液（ｓｔｙｌｉｎｇ　ｆｌｕｉｄ）、ヘアフォーム、ヘアゲル
、セット組成物（ｓｅｔｔｉｎｇ ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）、ヘアスプレー、ムース
、ヘアオイルおよび仕上げ液（ｅｎｄｓ　ｆｌｕｉｄｓ）である。
【００４０】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、毛髪着色剤の色吸収挙動（ｃｏｌｏｒ　ａｂｓｏ
ｒｐｔｉｏｎ　ｂｅｈａｖｉｏｒ）を改善し、したがって、毛染剤（ｈａｉｒ　ｔｉｎｔ
）および着色剤の有用な構成成分である。
【００４１】
　このため、本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、
毛染剤（ｈａｉｒ　ｔｉｎｔ）および／または着色剤である。
【００４２】
　皮膚ケア組成物および皮膚洗浄組成物のコンディショニング効果および優れた皮膚感覚
特性は、一般式（Ｉ）のポリシロキサン類により達成される。
【００４３】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、リンスオフ
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型（ｒｉｎｓｅ－ｏｆｆ）の製品、特にシャワーバス（ｓｈｏｗｅｒ　ｂａｔｈ）、シャ
ワージェルまたはフォームバスである。
【００４４】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、リーブオン
（ｌｅａｖｅ－ｏｎ）タイプの製品、特にデイクリーム、ナイトクリーム、ケアクリーム
、栄養クリーム、ボディローション、軟膏またはリップケア組成物である。こうした組成
物の中でも、デイおよびナイトクリームは特に好ましい。好ましくは本発明のデイおよび
ナイトクリームは、有機および無機ＵＶ吸収剤から選択される１種または２種以上の物質
を含む。
【００４５】
　さらに好ましいリーブオン（ｌｅａｖｅ－ｏｎ）タイプの製品として、装飾用化粧料、
特にメイクアップ料、アイシャドウ、口紅またはマスカラがある。こうした製品は、顔料
、着色剤、色素（ｔｉｎｔ）、染料、パール光沢付与物質および光輝性付与（ｇｌｉｔｔ
ｅｒ　ｉｍｐａｒｔｉｎｇ）物質からなる群から選択される１種または２種以上の物質を
含む。
【００４６】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、サンスクリ
ーン組成物である。こうした組成物は、無機および有機ＵＶ吸収剤からなる群から選択さ
れる１種または２種以上の物質を含む。
【００４７】
　本発明のサンスクリーン組成物は、好ましくはサンスクリーン製剤、特に好ましくはサ
ンスクリーンミルク、サンスクリーンクリームまたはサンスクリーンブロッカーである。
【００４８】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、脱臭剤およ
び制汗剤、特にスプレー、スティック、ゲルまたはローション形態の脱臭剤および制汗剤
である。
【００４９】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、界面活性剤
を含まない組成物、特に界面活性剤を含まない固形組成物または界面活性剤を含まないエ
マルジョンである。
【００５０】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、パーマネン
トウエーブ用組成物、特にコンディショナーである。
【００５１】
　本発明の特に好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、水性または水
性アルコール性（ａｑｕｅｏｕｓ－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ）化粧料組成物または医薬組成物
である。
【００５２】
　本発明のさらに特に好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は油類をベ
ースとした無水組成物である。
【００５３】
　本発明のさらに特に好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物はエマルジ
ョンである。
【００５４】
　本発明のエマルジョンは、油中水型エマルジョンあるいは水中油型エマルジョンでも、
マイクロエマルジョンでも、ナノエマルジョンでも、さらに多重エマルジョンでもよい。
本発明のエマルジョンは、公知の方法、すなわち、たとえば低温（ｃｏｌｄ）乳化法、高
温（ｈｏｔ）乳化法、高温／低温（ｈｏｔ／ｃｏｌｄ）乳化法またはＰＩＴ乳化法により
調製することができる。
【００５５】
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　本発明のエマルジョンは、好ましくは油中水型（Ｗ／Ｏ）エマルジョンまたは水中油型
（Ｏ／Ｗ）エマルジョン、特に好ましくは油中水型エマルジョンである。
【００５６】
　本発明の水中油型エマルジョンは最終組成物を基準として、好ましくは水または水性画
分を５～９５重量％、好ましくは１５～７５重量％、特に好ましくは２５～８５重量％の
量で含む。
【００５７】
　本発明の油中水型エマルジョンは最終組成物を基準として、好ましくは油画分を５～９
５重量％、好ましくは１５～７５重量％、特に好ましくは２５～６５重量％の量で含む。
【００５８】
　本発明の好ましい実施形態では、本発明のＷ／Ｏ型エマルジョンは、シリコーン中水型
（ｗａｔｅｒ－ｉｎ－ｓｉｌｉｃｏｎｅ）エマルジョン（Ｗ／Ｓｉ型エマルジョン）であ
る。本発明のシリコーン中水型（ｗａｔｅｒ－ｉｎ－ｓｉｌｉｃｏｎｅ）エマルジョンは
最終組成物を基準として、好ましくはシリコーン画分を５～９５重量％、好ましくは１５
～７５重量％、特に好ましくは２５～６５重量％の量で含む。
【００５９】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、本発明のＯ／Ｗ型エマルジョンは、水中シリコ
ーン型（ｓｉｌｉｃｏｎｅ－ｉｎ－ｗａｔｅｒ）エマルジョン（Ｓｉ／Ｗ型エマルジョン
）である。本発明の水中シリコーン型（ｓｉｌｉｃｏｎｅ－ｉｎ－ｗａｔｅｒ）エマルジ
ョンは最終組成物を基準として、好ましくは水または水性画分を５～９５重量％、好まし
くは１５～７５重量％、特に好ましくは２５～８５重量％の量で含む。
【００６０】
　水性アルコール（ａｑｕｅｏｕｓ－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ）またはアルコールベースの本
発明による組成物の場合、どのような一価または多価アルコールも好適である。好ましい
のは、１～４個の炭素原子を持つアルコール類、たとえばエタノール、プロパノール、イ
ソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノール、ｔ－ブタノールまたはグリセロール
、およびアルキレングリコール類、特にプロピレングリコール、ブチレングリコールまた
はヘキシレングリコール、および前記アルコール類の混合物である。さらに好ましいアル
コール類として、相対分子質量が２０００未満のポリエチレングリコール類がある。特に
、相対分子質量が２００～６００のポリエチレングリコール、および相対分子質量が４０
０～６００のポリエチレングリコールの使用は好ましい。
【００６１】
　油ベースの本発明による組成物は、好ましくは直鎖または分枝状の飽和または不飽和の
Ｃ７～Ｃ４０炭素鎖を有する炭化水素油類、たとえばドデカン、イソドデカン、コレステ
ロール、水素化ポリイソブチレン類、ドコサン類、ヘキサデカン、イソヘキサデカン、パ
ラフィン類およびイソパラフィン類のほか、動物および植物由来のトリグリセリド類、た
とえば牛脂、豚脂、ガチョウ脂、ペルヒドロスクアレン、ラノリン、ヒマワリ油、トウモ
ロコシ油、大豆油、米油、ホホバ油、バブッスク（ｂａｂｕｓｓｃｕ）油、カボチャ油、
ブドウ種子油、ゴマ油、クルミ油、アプリコット油、マカダミア油、アボカド油、スイー
トアーモンド油、ハナタネツケバナ（ｌａｄｙ’ｓ　ｓｍｏｃｋ）油、ヒマシ油、オリー
ブ油、ピーナッツ油、菜種油およびヤシ油、ならびに合成油類、たとえばピュアセリンオ
イル（ｐｕｒｃｅｌｌｉｎ　ｏｉｌ）、直鎖および／または分枝脂肪アルコール類および
脂肪酸エステル類、好ましくは６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を持つＧｕ
ｅｒｂｅｔアルコール；直鎖（Ｃ６～Ｃ１３）脂肪酸と直鎖（Ｃ６～Ｃ２０）脂肪アルコ
ールとのエステル；分枝（Ｃ６～Ｃ１３）カルボン酸と直鎖（Ｃ６～Ｃ２０）脂肪アルコ
ールとのエステル、直鎖（Ｃ６～Ｃ１８）脂肪酸と分枝アルコール、特に２－エチルヘキ
サノールとのエステル；直鎖および／または分枝脂肪酸と多価アルコール（たとえばダイ
マージオールまたはトリマージオールなど）および／またはＧｕｅｒｂｅｔアルコールと
のエステル；Ｃ１～Ｃ１０カルボン酸またはＣ２～Ｃ３０ジカルボン酸のアルコールエス
テル、エステル、たとえばアジピン酸ジオクチル、ジイソプロピルダイマージリネオラー
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ト；プロピレングリコール／ジカプリレート、またはワックス、たとえば蜜蝋、パラフィ
ンワックスまたはマイクロクリスタリンワックス、任意に親水性ワックス、たとえば、セ
チルステアリルアルコールなどと組み合わせたもの；フッ素化および過フッ素化油（ｐｅ
ｒｆｌｕｏｒｉｎａｔｅｄ　ｏｉｌ）；Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のモノグリセリド、Ｃ１

～Ｃ３０カルボン酸のジグリセリド、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のトリグリセリド、たとえ
ばカプリル酸／カプリン酸のトリグリセリド、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のエチレングリコ
ールモノエステル、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のエチレングリコールジエステル、Ｃ１～Ｃ

３０カルボン酸のプロピレングリコールモノエステル、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のプロピ
レングリコールジエステル、および上記の種類の化合物のプロポキシル化およびエトキシ
ル化誘導体を含んでもよい。カルボン酸は、直鎖または分枝アルキル基または芳香族基を
含んでも構わない。例として、セバシン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジイソプロピル、
ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、プロピオン酸ミリスチル、ジス
テアリン酸エチレングリコール、パルミチン酸２－エチルヘキシル、ネオペンタン酸イソ
デシル、マレイン酸ジ－２－エチルヘキシル、パルミチン酸セチル、ミリスチン酸ミリス
チル、ステアリン酸ステアリル、ステアリン酸セチル、ベヘン酸ベヘニル、マレイン酸ジ
オクチル、セバシン酸ジオクチル、オクタン酸セチル、ジリノール酸ジイソプロピル、カ
プリル酸／カプリルトリグリセリド、ＰＥＧ－６カプリル酸／カプリルトリグリセリド、
ＰＥＧ－８カプリル酸／カプリルトリグリセリド、リシノール酸セチル、ヒドロキシステ
アリン酸コレステロール、イソステアリン酸コレステロール、グリセロールのＣ１～Ｃ３

０モノエステルおよびポリエステル、たとえばトリベヘン酸グリセリル、ステアリン酸グ
リセリル、パルミチン酸グリセリル、ジステアリン酸グリセリル、ジパルミチン酸グリセ
リル、糖類のＣ１～Ｃ３０カルボン酸モノエステルおよびポリエステル、たとえばテトラ
オレイン酸グルコース、大豆油脂肪酸のグルコーステトラエステル、大豆油脂肪酸のマン
ノーステトラエステル、オレイン酸のガラクトーステトラエステル、リノール酸のアラビ
ノーステトラエステル、テトラリノール酸キシロース、ペンタオレイン酸ガラクトース、
テトラオレイン酸ソルビトール、不飽和大豆油脂肪酸のソルビトールヘキサエステル、ペ
ンタオレイン酸キシリトール、テトラオレイン酸スクロース、ペンタオレイン酸スクロー
ス、ヘキサオレイン酸スクロース、ヘプタオレイン酸スクロース、オレイン酸スクロース
を挙げることができる。
【００６２】
　利用できるシリコーン油類は、好ましくはジメチルポリシロキサン類およびシクロメチ
コン類、ポリジアルキルシロキサンＲ３ＳｉＯ（Ｒ２ＳｉＯ）ｘＳｉＲ３（式中、Ｒはメ
チルまたはエチル、特に好ましくはメチルであり、ｘは２～５００の数である）であり、
たとえばＶＩＣＡＳＩＬ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ）、ＤＯ
Ｗ　ＣＯＲＮＩＮＧ　２００、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　２２５、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮ
Ｇ　２００（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）という商標名で入手可
能なジメチコン類、トリメチルシロキシシリカート類［（ＣＨ２）３ＳｉＯ）１／２］ｘ

［ＳｉＯ２］ｙ（式中、ｘは１～５００の数であり、ｙは１～５００である）、ジメチコ
ノール類Ｒ３ＳｉＯ［Ｒ２ＳｉＯ］ｘＳｉＲ２ＯＨおよびＨＯＲ２ＳｉＯ［Ｒ２ＳｉＯ］

ｘＳｉＲ２ＯＨ（式中、Ｒはメチルまたはエチルであり、ｘは５００までの数である）、
ポリアルキルアリールシロキサン、たとえばＳＦ　１０７５　ＭＥＴＨＹＬＰＨＥＮＹＬ
　ＦＬＵＩＤ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ）および５５６　Ｃ
ＯＳＭＥＴＩＣ　ＧＲＡＤＥ　ＰＨＥＮＹＬ　ＴＲＩＭＥＴＨＩＣＯＮＥ　ＦＬＵＩＤ（
Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）という商標名で入手可能なポリメチ
ルフェニルシロキサン類、ポリジアリールシロキサン類、シリコーン樹脂、環状シリコー
ン類およびアミノ－、脂肪酸－、アルコール－、ポリエーテル－、エポキシ－、フッ素－
および／またはアルキル変性シリコーン化合物、ポリエーテルシロキサンコポリマー類、
トリメチコン類、たとえばＰｈｅｎｙｌｔｒｉｍｅｔｈｉｃｏｎｅ　ＳｉｌＣａｒｅ（登
録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　１５Ｍ５０およびＣａｐｒｙｌｙｌ　Ｔｒｉｍｅｔｈｉｃｏ
ｎｅ　３１Ｍ５０、およびメチコン、たとえばＣａｐｒｙｌｙｌ　Ｍｅｔｈｉｃｏｎｅ　
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ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ１５である。
【００６３】
　着色剤および色素（ｔｉｎｔ）、好ましくは本発明による毛髪着色剤および色素（ｔｉ
ｎｔ）は、好ましくは通例のｐＨ範囲の直接染料および／または酸化染料前駆体を含む。
好適な直接染料としては、好ましくはニトロアニリン誘導体、たとえば１－［（２－ヒド
ロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン（Ｖｅｌｓｏｌ（登録商標）Ｙｅｌｌｏｗ
　２）、４－ヒドロキシプロピルアミノ－３－ニトロフェノール（Ｖｅｌｓｏｌ（登録商
標）Ｒｅｄ　ＢＮ）、３－ニトロ－ｐ－ヒドロキシエチルアミノフェノール（Ｖｅｌｓｏ
ｌ（登録商標）Ｒｅｄ　５４）、４－ヒドロキシエチルアミノ－３－ニトロアニリン（Ｖ
ｅｌｓｏｌ（登録商標）Ｒｅｄ　３）、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）－２－ニト
ロ－ｐ－フェニレンジアミン（Ｖｅｌｓｏｌ（登録商標）Ｖｉｏｌｅｔ　ＢＳ）、Ｎ，Ｎ
’，Ｎ’－トリス（ヒドロキシエチル）－２－ニトロ－ｐ－フェニレンジアミン（Ｖｅｌ
ｓｏｌ（登録商標）Ｂｌｕｅ　２）、４－（２’－ヒドロキシエチル）アミノ－３－ニト
ロトルエン、４－（２’－ヒドロキシエチル）アミノ－３－ニトロベンジルアルコール、
４－（２’－ヒドロキシエチル）アミノ－３－ニトロ－１－トリフルオロメチルベンゼン
、４－（２’，３’－ジヒドロキシプロピル）アミノ－３－ニトロクロロベンゼン、４－
（２’－ヒドロキシエチル）アミノ－３－ニトロブロモベンゼンおよび４－（２’，３’
－ジヒドロキシプロピル）アミノ－３－ニトロブロモベンゼン、ニトロベンゼン誘導体、
たとえば２－アミノ－４－ニトロフェノール、ピクラミン酸、１－［（２’－ヒドロキシ
エチル）アミノ］－２－アミノ－４－ニトロベンゼン、２－ニトロ－４－［（２’－ヒド
ロキシエチル）アミノ］アニリン、４－ビス［（２’－ヒドロキシエチル）アミノ］－１
－メチルアミノ－２－ニトロベンゼン、２，５－ビス［（２’－ヒドロキシエチル）アミ
ノ］ニトロベンゼン、２－（２’－ヒドロキシエチル）アミノ－４，６－ジニトロフェノ
ール、１－アミノ－４－（２’，３’－ジヒドロキシプロピル）アミノ－２－ニトロ－５
－クロロベンゼンのほか、トリフェニルメタン染料、たとえば、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅ
ｔ　１（Ｃ．Ｉ．４２５３５）など、アゾ染料、たとえば、Ａｃｉｄ　Ｂｒｏｗｎ　４（
Ｃ．Ｉ．１４８０５）など、アントラキノン染料、たとえばＤｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ
　２３（Ｃ．Ｉ．６１５４５）、Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｖｉｏｌｅｔ　４（Ｃ．Ｉ．６１１
０５）、１，４，５，８－テトラアミノアントラキノンおよび１，４－ジアミノアントラ
キノンなど、および別の直接染料がある。
【００６４】
　利用できる酸化染料前駆体は、好ましくはｐ－フェニレンジアミンおよびｐ－アミノフ
ェノールならびにその誘導体、たとえば、ｐ－トリレン－ジアミン、ｐ－フェニレンジア
ミン、ｐ－アミノフェノールであり、色調を調整するため、いわゆる調整剤すなわちカプ
ラー、たとえば、ｍ－フェニレンジアミン、レソルシノール、ｍ－アミノフェノールおよ
びその誘導体などと組み合わせる。
【００６５】
　毛髪の発色に好適な酸化剤は、好ましくは過酸化水素およびその付加化合物である。
【００６６】
　色を強調するため、本発明による組成物は、化粧料系（ｃｏｓｍｅｔｉｃ　ｓｙｓｔｅ
ｍ）で慣用されるキャリア、特にベンジルアルコール、バニリン（４－ヒドロキシ－３－
メトキシベンズアルデヒド）、イソバニリン、ｐ－ヒドロキシアニソール、３－ヒドロキ
シ－４－メトキシベンズアルデヒド、２－フェノキシエタノール、サリチルアルデヒド、
３，５－ジヒドロキシベンズアルデヒド、３，４－ジヒドロキシベンズアルデヒド、４－
ヒドロキシフェニルアセトアミド、ｐ－ヒドロキシ安息香酸メチル、ｐ－ヒドロキシベン
ズアルデヒド、ｍ－クレゾール、ヒドロキノンモノメチルエーテル、ｏ－フルオロフェノ
ール、ｍ－フルオロフェノール、ｐ－フルオロフェノール、２－（２’－ヒドロキシフェ
ノキシ）エタノール、３，４－メチレンジオキシフェノール、レソルシノールモノメチル
エーテル、３，４－ジメトキシフェノール、３－トリフルオロメチルフェノール、レソル
シノールモノアセタート、エチルバニリン、２－チオフェンエタノール、乳酸ブチルおよ
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びグリコール酸ブチルを含んでもよい。フェノキシエタノールおよび／またはベンジルア
ルコールを含む本発明による組成物は相乗効果があり、特に有利である。
【００６７】
　本発明による毛髪着色剤は、有利には、パール光沢付与化合物、たとえば脂肪酸モノア
ルカノールアミド類、脂肪酸ジアルカノールアミド類、アルキレングリコール、特にエチ
レングリコールおよび／またはプロピレングリコールまたはそのオリゴマーと高級脂肪酸
、たとえばパルミチン酸、ステアリン酸もしくはベヘン酸とのモノエステルまたはジエス
テルあるいはこれらの混合物、アルキレングリコールと脂肪酸とのモノエステルまたはジ
エステル、脂肪酸およびその金属塩、グリセロールとカルボン酸とのモノエステルまたは
ポリエステル、および様々な種類のケトスルホン類、好ましくはジステアリン酸エチレン
グリコールおよびグリコール単位数約３のポリエチレングリコールジステアラートを含む
ことができる。
【００６８】
　本発明によるヘアトリートメント組成物は最終組成物を基準として、好ましくは０．１
～１５重量％、特に好ましくは１～１０重量％のパール光沢付与化合物を含む。
【００６９】
　本発明による組成物の光輝性および光沢効果は、好ましくは雲母、着色されたポリアク
リル酸エステルおよび雲母、雲母－酸化鉄、雲母－酸化チタンを加え、顔料により得られ
る。好適な顔料は、金属酸化物、たとえば酸化鉄、酸化チタン、群青、および特許文献８
および特許文献９に記載されているようなカチオン性のコーティングシェル（ｃａｔｉｏ
ｎｉｃ　ｃｏａｔｉｎｇ　ｓｈｅｌｌ）で変性された顔料である。
【００７０】
　本発明による化粧料組成物は、他の助剤および添加剤として、界面活性剤、乳化剤、カ
チオン性ポリマー、増粘剤、膜形成剤、抗菌活性成分、収斂剤、酸化防止剤、紫外線保護
フィルター、顔料／ミクロ顔料、ゲル化剤、さらに化粧料に慣用される他の添加剤、たと
えば、過脂肪剤、保湿剤、シリコーン、安定剤、コンディショニング剤、グリセリオール
（ｇｌｙｃｅｒｙｏｌ）、防腐剤、パール剤、染料、香料および香油、溶媒、ヒドロトロ
ープ、乳白剤、脂肪アルコール、角質溶解および角質形成（ｋｅｒａｔｏｐｌａｓｔｉｃ
）効果を持つ物質、ふけ防止剤、生体活性成分（局所麻酔薬、抗生物質、消炎薬、抗アレ
ルギー薬、コルチコステロイド、皮脂抑制剤（ｓｅｂｏｓｔａｔｉｃ））、ビタミン類、
Ｂｉｓａｂｏｌｏｌ（登録商標）、Ａｌｌａｎｔｏｉｎ（登録商標）、Ｐｈｙｔａｎｔｒ
ｉｏｌ（登録商標）、Ｐａｎｔｈｅｎｏｌ（登録商標）、ＡＨＡ酸（α－ヒドロキシカル
ボン酸）、植物抽出物、たとえばアロエベラ（ａｌｏｅ　ｖｅｒａ）、およびタンパク質
を含んでもよい。
【００７１】
　アニオン性洗浄活性物質として、好ましくはＣ１０～Ｃ２０アルキルおよびアルキレン
カルボキシラート、アルキルエーテルカルボキシラート、脂肪アルコールスルファート、
脂肪アルコールエーテルスルファート、アルキルアミドスルファートおよびスルホナート
、脂肪酸アルキルアミドポリグリコールエーテルスルファート、アルカンスルファート、
アルカンスルホナートおよびヒドロキシアルカンスルホナート、オレフィンスルホナート
、イソチオナートのアシルエステル、α－スルホ脂肪酸エステル、アルキルベンゼンスル
ホナート、アルキルフェノールグリコールエーテルスルホナート、スルホスクシナート、
スルホコハク酸モノエステルおよびジエステル、脂肪アルコールエーテルホスファート、
タンパク質－脂肪酸縮合生成物、アルキルモノグリセリドスルファートおよびスルホナー
ト、アルキルグリセリドエーテルスルホナート、脂肪酸メチルタウリド、脂肪酸サルコシ
ナート、スルホリシノレート、アンホアセテートまたはアンホグリシナート、アシルグル
タマートを挙げることができる。こうした化合物およびその混合物は、その水溶性塩また
は水分散性塩、たとえばナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウム塩、アンモニウム塩、
モノ－、ジ－およびトリエタノールアンモニウム塩および類似のアルキルアンモニウム塩
の形で使用される。
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【００７２】
　アニオン性界面活性剤の重量比率は最終組成物を基準として、好ましくは１～３０重量
％、特に好ましくは５～２５重量％、とりわけ好ましくは１０～２２重量％である。
【００７３】
　好適なカチオン性界面活性剤として、たとえば、第四級アンモニウム塩、たとえばジ（
Ｃ１０～Ｃ２４アルキル）ジメチルアンモニウムクロリドまたはブロミド、好ましくはジ
（Ｃ１２～Ｃ１８アルキル）ジメチルアンモニウムクロリドまたはブロミド；Ｃ１０～Ｃ

２４アルキルジメチルエチル－アンモニウムクロリドまたはブロミド　Ｃ１０～Ｃ２４ア
ルキルトリメチルアンモニウムクロリドまたはブロミド、好ましくはセチルトリメチルア
ンモニウムクロリドまたはブロミド、およびＣ２０～Ｃ２２アルキルトリメチルアンモニ
ウムクロリドまたはブロミド；Ｃ１０～Ｃ２４アルキルジメチルベンジル－アンモニウム
クロリドまたはブロミド、好ましくはＣ１２～Ｃ１８アルキルジメチルベンジルアンモニ
ウムクロリド；Ｎ－（Ｃ１０～Ｃ１８アルキル）ピリジニウムクロリドまたはブロミド、
好ましくはＮ－（Ｃ１２～Ｃ１６アルキル）ピリジニウムクロリドまたはブロミド；Ｎ－
（Ｃ１０～Ｃ１８アルキル）イソキノリニウムクロリド、ブロミドまたはモノアルキルス
ルファート；Ｎ－（Ｃ１２～Ｃ１８アルキル）ポリオイルアミノ－ホルミルメチル）ピリ
ジニウムクロリド；Ｎ－（Ｃ１２～Ｃ１８アルキル）－Ｎ－メチルモルホリニウムクロリ
ド、ブロミドまたはモノアルキルスルファート；Ｎ－（Ｃ１２～Ｃ１８アルキル）－Ｎ－
エチルモルホリニウムクロリド、ブロミドまたはモノアルキルスルファート；Ｃ１６～Ｃ

１８アルキルペンタオキシエチルアンモニウムクロリド；ジイソブチルフェノキシエトキ
シエチルジメチルベンジルアンモニウムクロリド；Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルステア
リルアミドおよび－オレイルアミドと塩酸、酢酸、乳酸、クエン酸、リン酸との塩；アシ
ルが好ましくはステアリルまたはオレイルであるＮ－アシルアミノエチル、Ｎ，Ｎ－ジエ
チル－Ｎ－メチルアンモニウムクロリド、ブロミドまたはモノアルキルスルファート、お
よびＮ－アシルアミノエチル－Ｎ，Ｎ－ジエチル－Ｎ－ベンジルアンモニウムクロリド、
ブロミドまたはモノアルキルスルファートがある。
【００７４】
　カチオン性界面活性剤の重量比率は最終組成物を基準として、好ましくは０．１～１０
重量％、特に好ましくは０．２～７重量％、特にとりわけ好ましくは０．５～５重量％で
ある。
【００７５】
　洗浄活性物質として使用できる好適な非イオン界面活性剤は、好ましくは脂肪アルコー
ルエトキシラート（アルキルポリエチレングリコール）；アルキルフェノールポリエチレ
ングリコール；アルキルメルカプタンポリエチレングリコール；脂肪アミンエトキシラー
ト（アルキルアミノポリエチレングリコール）；脂肪酸エトキシラート（アシルポリエチ
レングリコール）；ポリプロピレングリコールエトキシラート（Ｐｌｕｒｏｎｉｃｓ（登
録商標））；脂肪酸アミドポリエチレングリコール；Ｎ－アルキル－、Ｎ－アルコキシポ
リヒドロキシ脂肪酸アミド、特に脂肪酸Ｎ－メチルグルカミド、スクロースエステル；ポ
リグリコールエーテル、アルキルポリグリコシド、リン酸エステル（エトキシル化および
非エトキシル化モノ－、ジ－およびトリリン酸エステル）である。
【００７６】
　本発明による組成物中の非イオン界面活性剤の重量比率（たとえばリンスオフの製品の
場合）は最終組成物を基準として、好ましくは１～２０重量％、特に好ましくは２～１０
重量％、とりわけ好ましくは３～７重量％の範囲である。
【００７７】
　好ましい両性界面活性剤としては、アルカリ金属塩およびモノ－、ジ－およびトリアル
キルアンモニウム塩としてのＮ－（Ｃ１２～Ｃ１８アルキル）－β－アミノプロピオナー
トおよびＮ－（Ｃ１２～Ｃ１８アルキル）－β－イミノジプロピオナート；Ｎ－アシルア
ミノアルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトベタイン、好ましくはＮ－（Ｃ８～Ｃ１８－アシ
ル）アミノプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトベタイン；Ｃ１２～Ｃ１８アルキルジメチ
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ルスルホ－プロピルベタイン；イミダゾリンをベースとした両性界面活性剤（商標名：Ｍ
ｉｒａｎｏｌ（登録商標）、Ｓｔｅｉｎａｐｏｎ（登録商標））、好ましくは１－（β－
カルボキシメチルオキシエチル）－１－（カルボキシメチル）－２－ラウリルイミダゾリ
ニウムのナトリウム塩；アミンオキシド、たとえばＣ１２～Ｃ１８アルキルジメチルアミ
ンオキシド、脂肪酸アミドアルキルジメチルアミンオキシドがある。
【００７８】
　両性界面活性剤の重量比率は最終組成物を基準として、好ましくは０．５～２０重量％
、特に好ましくは１～１０重量％である。
【００７９】
　さらに、本発明による組成物には、アルキルベタイン、アルキルアミドベタイン、アミ
ノプロピオナート、アミノグリシナート、イミダゾリニウムベタインおよびスルホベタイ
ン、アミンオキシドおよび脂肪酸アルカノールアミドまたはポリヒドロキシアミドからな
る群から起泡促進用の補助界面活性剤（ｆｏａｍ－ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ｃｏ－ｓｕｒｆａ
ｃｔａｎｔ）を使用してもよい。
【００８０】
　本発明による組成物における好ましい界面活性剤には、アルキルエーテルスルファート
、アルキルスルファート、特にラウリルスルファート、アルキルベタイン、特にココアミ
ドプロピルベタイン、アンホアセテート、アシルグルタマート、特にココイルグルタミン
酸ナトリウム、アルキルエーテルスルホスクシナート、特にスルホコハク酸ラウレス２ナ
トリウム、およびヤシ油脂肪酸ジエタノールアミドがある。
【００８１】
　本発明による組成物中において使用される界面活性剤の総量は最終組成物を基準として
、好ましくは１～７０重量％、特に好ましくは１０～４０重量％、とりわけ好ましくは１
２～３５重量％である。
【００８２】
　エマルジョン形態の本発明による組成物は、さらに乳化剤を使用することなく作製して
もよいし、あるいは、１種または２種以上の乳化剤を含ませてもよい。こうした乳化剤は
、非イオン性、アニオン性、カチオン性または両性乳化剤の群から選択することができる
。
【００８３】
　好適な非イオン性（ｎｏｎｉｏｎｏｇｅｎｉｃ）補助乳化剤は、好ましくは８～２２個
の炭素原子を持つ直鎖脂肪アルコール、１２～２２個の炭素原子を持つ脂肪酸、そのアル
キル基において８～１５個の炭素原子を持つアルキルフェノール、およびソルビタンエス
テルまたはソルビトールエステルに対する、０～３０モルのエチレンオキシドおよび／ま
たは０～５モルのプロピレンオキシドの付加生成物；グリセロールへの０～３０モルのエ
チレンオキシドの付加生成物の、（Ｃ１２～Ｃ１８）脂肪酸とのモノエステルおよびジエ
ステル；６～２２個の炭素原子を持つ飽和および不飽和脂肪酸のグリセロールモノエステ
ルおよびジエステルならびにソルビタンモノエステルおよびジエステル、さらに任意にそ
のエチレンオキシド付加生成物；ヒマシ油および／または水素化ヒマシ油に対する１５～
６０モルのエチレンオキシドの付加生成物；ポリオールエステル、特にポリグリセロール
エステル、たとえばポリグリセロールポリリシノレートおよびポリグリセロールポリ－１
２－ヒドロキシステアラートなどである。同様に、エトキシル化脂肪アミン、脂肪酸アミ
ド、脂肪酸アルカノールアミドおよび２種以上のこうした種類の物質の化合物の混合物も
好ましく好適である。
【００８４】
　好適なイオン性（ｉｏｎｏｇｅｎｉｃ）補助乳化剤は、たとえば、アニオン性乳化剤、
たとえばモノ－、ジ－またはトリリン酸エステル、石鹸（たとえばステアリン酸ナトリウ
ム）、脂肪アルコールスルファートのほか、カチオン性乳化剤、たとえばモノ－、ジ－お
よびトリアルキル四級化合物（ｔｒｉａｌｋｙｌｑｕａｔ）ならびにそのポリマー誘導体
である。
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【００８５】
　利用できる両性乳化剤は、好ましくはアルキルアミノアルキルカルボン酸、ベタイン、
スルホベタインおよびイミダゾリン誘導体である。
【００８６】
　さらに、天然の乳化剤を使用することもでき、そのうち蜜蝋、羊毛脂、レシチンおよび
ステロールが好ましい。
【００８７】
　脂肪アルコールエトキシラートは、好ましくはエトキシル化ステアリルアルコール、セ
チルアルコール、セチルステアリルアルコール、特にポリエチレングリコール（１３）ス
テアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１４）ステアリルエーテル、ポリエチレン
グリコール（１５）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）ステアリルエ
ーテル、ポリエチレングリコール（１７）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール
（１８）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１９）ステアリルエーテル、ポ
リエチレングリコール（２０）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１２）イ
ソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１３）イソステアリルエーテル、ポリ
エチレングリコール（１４）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１５）
イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）イソステアリルエーテル、ポ
リエチレングリコール（１７）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１８
）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１９）イソステアリルエーテル、
ポリエチレングリコール（２０）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１
３）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１４）セチルエーテル、ポリエチレング
リコール（１５）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）セチルエーテル、ポ
リエチレングリコール（１７）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１８）セチル
エーテル、ポリエチレングリコール（１９）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（
２０）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１３）イソセチルエーテル、ポリエチ
レングリコール（１４）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（１５）イソセチ
ルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコ
ール（１７）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（１８）イソセチルエーテル
、ポリエチレングリコール（１９）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（２０
）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（１２）オレイルエーテル、ポリエチレ
ングリコール（１３）オレイルエーテル、ポリエチレングリコール（１４）オレイルエー
テル、ポリエチレングリコール（１５）オレイルエーテル、ポリエチレングリコール（１
２）ラウリルエーテル、ポリエチレングリコール（１２）イソラウリルエーテル、ポリエ
チレングリコール（１３）セチルステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１４）
セチルステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１５）セチルステアリルエーテル
、ポリエチレングリコール（１６）セチルステアリルエーテル、ポリエチレングリコール
（１７）セチルステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１８）セチルステアリル
エーテル、ポリエチレングリコール（１９）セチルステアリルエーテル、ポリエチレング
リコール（２０）セチルステアリルエーテル、ステアリン酸ポリエチレングリコール（２
０）、ステアリン酸ポリエチレングリコール（２１）、ステアリン酸ポリエチレングリコ
ール（２２）、ステアリン酸ポリエチレングリコール（２３）、ステアリン酸ポリエチレ
ングリコール（２４）、ステアリン酸ポリエチレングリコール（２５）、イソステアリン
酸ポリエチレングリコール（１２）、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（１３）
、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（１４）、イソステアリン酸ポリエチレング
リコール（１５）、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（１６）、イソステアリン
酸ポリエチレングリコール（１７）、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（１８）
、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（１９）、イソステアリン酸ポリエチレング
リコール（２０）、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（２１）、イソステアリン
酸ポリエチレングリコール（２２）、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（２３）
、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（２４）、イソステアリン酸ポリエチレング
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リコール（２５）、オレイン酸ポリエチレングリコール（１２）、オレイン酸ポリエチレ
ングリコール（１３）、オレイン酸ポリエチレングリコール（１４）、オレイン酸ポリエ
チレングリコール（１５）、オレイン酸ポリエチレングリコール（１６）、オレイン酸ポ
リエチレングリコール（１７）、オレイン酸ポリエチレングリコール（１８）、オレイン
酸ポリエチレングリコール（１９）、オレイン酸ポリエチレングリコール（２０）の群か
ら選択される。
【００８８】
　エトキシル化アルキルエーテルカルボン酸またはその塩として、ラウレス１１－カルボ
ン酸ナトリウムを有利に使用することができる。
【００８９】
　都合のよいアルキルエーテルスルファートはラウレス－１４硫酸ナトリウムであり、都
合のよいエトキシル化コレステロール誘導体はポリエチレングリコール（３０）コレステ
リルエーテルである。同様にポリエチレングリコール（２５）大豆ステロール（ｓｏｙａ
ｓｔｅｒｏｌ）も有利である。
【００９０】
　有利に使用できるエトキシル化トリグリセリドは、月見草脂肪酸ポリエチレングリコー
ル（６０）グリセリド（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ（６０）ｅｖｅｎｉｎ
ｇ　ｐｒｉｍｒｏｓｅ　ｇｌｙｃｅｒｉｄｅｓ）である。
【００９１】
　また、ラウリン酸ポリエチレングリコール（２０）グリセリル、カプリン酸ポリエチレ
ングリコール（６）グリセリル、オレイン酸ポリエチレングリコール（２０）グリセリル
、イソステアリン酸ポリエチレングリコール（２０）グリセリルおよびオレイン酸／ヤシ
脂肪酸（ｃｏｃｏａｔｅ）ポリエチレングリコール（１８）グリセリルからなる群からポ
リエチレングリコールグリセロール脂肪酸エステルを選択するのも有利である。
【００９２】
　ソルビタンエステルの中では、モノラウリン酸ポリエチレングリコール（２０）ソルビ
タン、モノステアリン酸ポリエチレングリコール（２０）ソルビタン、モノイソステアリ
ン酸ポリエチレングリコール（２０）ソルビタン、モノパルミチン酸ポリエチレングリコ
ール（２０）ソルビタン、モノオレイン酸ポリエチレングリコール（２０）ソルビタンが
特に好適である。
【００９３】
　有利に使用できるＷ／Ｏ乳化剤としては、炭素原子数８～３０個の脂肪アルコール、炭
素原子数８～２４、特に１２～１８の鎖長の飽和および／または不飽和で分枝および／ま
たは非分枝のアルカンカルボン酸のモノグリセロールエステル、炭素原子数８～２４、特
に１２～１８の鎖長の飽和および／または不飽和で分枝および／または非分枝のアルカン
カルボン酸のジグリセロールエステル、炭素原子数８～２４、特に１２～１８の鎖長の飽
和および／または不飽和で分枝および／または非分枝のアルコールのモノグリセロールエ
ーテル、炭素原子数８～２４、特に１２～１８の鎖長の飽和および／または不飽和で分枝
および／または非分枝のアルコールのジグリセロールエーテル、炭素原子数８～２４、特
に１２～１８の鎖長の飽和および／または不飽和で分枝および／または非分枝のアルカン
カルボン酸のプロピレングリコールエステル、および炭素原子数８～２４、特に１２～１
８の鎖長の飽和および／または不飽和で分枝および／または非分枝のアルカンカルボン酸
のソルビタンエステルがある。
【００９４】
　特に有利なＷ／Ｏ乳化剤には、グリセリルモノステアラート、グリセリルモノイソステ
アラート、グリセリルモノミリスタート、グリセリルモノオレアート、グリセリルモノラ
ウラート、グリセリルモノカプリラート、グリセリルモノカプラート、ジグリセリルモノ
ステアラート、ジグリセリルモノイソステアラート、プロピレングリコールモノステアラ
ート、プロピレングリコールモノイソステアラート、プロピレングリコールモノカプリラ
ート、プロピレングリコールモノラウラート、ソルビタンモノイソステアラート、ソルビ
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タンモノラウラート、ソルビタンモノカプリラート、ソルビタンモノイソオレアート、ジ
ステアリン酸スクロース、セチルアルコール、ステアリルアルコール、アラキジルアルコ
ール、ベヘニルアルコール、イソベヘニルアルコール、セラキルアルコール、キミルアル
コールまたはポリエチレングリコール（２）ステアリルエーテルがある。
【００９５】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類に加える本発明による組成物中に存在する乳化剤（類
）の重量比率は最終組成物を基準として、好ましくは０．１～２０重量％、特に好ましく
は０．５～１５重量％、とりわけ好ましくは１～１０重量％である。
【００９６】
　好適なカチオン性ポリマーは、好ましくは「ポリクオタニウム」というＩＮＣＩ名で知
られる化合物、特にポリクオタニウム－３１、ポリクオタニウム－１６、ポリクオタニウ
ム－２４、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－３９、
ポリクオタニウム－２８、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタ
ニウム－１１、ポリクオタニウム－３７＆鉱油＆ＰＰＧトリデセス（Ｓａｌｃａｒｅ（登
録商標）ＳＣ９５）、ＰＶＰジメチルアミノエチルメタクリラートコポリマー、グアーヒ
ドロキシプロピルトリアンモニウムクロリド、およびアルギン酸カルシウムおよびアルギ
ン酸アンモニウムである。
【００９７】
　さらに、以下のものも使用すると好ましい場合がある：カチオン性セルロース誘導体；
カチオン性デンプン；ジアリルアンモニウム塩およびアクリルアミドのコポリマー；四級
化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー；ポリグリコールおよびアミンの縮合
生成物；四級化コラーゲンポリペプチド；四級化コムギポリペプチド；ポリエチレンイミ
ン；たとえば、アミドメチコンなどのカチオン性シリコーンポリマー；アジピン酸とジメ
チルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンとのコポリマー；ポリアミノポリア
ミド、およびたとえば、キトサンなどのカチオン性キチン誘導体。
【００９８】
　本発明による組成物中のカチオン性ポリマーの重量比率は最終組成物を基準として、好
ましくは０．１～１０重量％の範囲、特に好ましくは０．２～５重量％の範囲、とりわけ
好ましくは０．５～２．５重量％の範囲としてもよい。
【００９９】
　本組成物の所望の粘度は、増粘剤を加えることで調整することができる。好ましくは、
セルロースエーテルおよび他のセルロース誘導体（たとえばカルボキシメチルセルロース
、ヒドロキシエチルセルロース）、ゼラチン、デンプンおよびデンプン誘導体、アルギン
酸ナトリウム、脂肪酸ポリエチレングリコールエステル、寒天、トラガント（ｔｒａｇａ
ｎｔｈ）またはデキストリン誘導体、特にデキストリンエステルが適している。
【０１００】
　使用される合成ポリマーには様々な材料があり、好ましくはポリビニルアルコール、ポ
リアクリルアミド、ポリビニルアミド、ポリスルホン酸、特にアクリルアミドアルキルス
ルホン酸と環状Ｎ－ビニルカルボキサミドのアンモニウム塩をベースとしたコポリマー、
または環状および線状のＮ－ビニルカルボキサミドとさらに疎水性修飾したアクリルアミ
ドアルキルスルホン酸のコポリマー、ポリアクリル酸、ポリアクリル酸誘導体、ポリアク
リル酸エステル、ポリビニルピロリドン、ポリビニルメチルエーテル、ポリエチレンオキ
シド、マレイン酸無水物とビニルメチルエーテルのコポリマー、ならびにその様々な塩お
よびエステルを含む上記の化合物の様々な混合物およびコポリマーである。こうしたポリ
マーは、必要に応じて架橋されていても、または架橋されていなくてもよい。
【０１０１】
　ことに油ベースの組成物に特に好適な増粘剤として、デキストリンエステル、たとえば
デキストリンパルミタートがあるが、脂肪酸石鹸、脂肪アルコールおよびシリコーンワッ
クス、たとえばアルキルメチコン、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１
Ｍ４０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ５０、およびアルキルジ
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メチコン、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ６５、ＳｉｌＣａｒｅ
（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ７０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏ
ｎｅ　４１Ｍ８０またはＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ９０も好
適である。
【０１０２】
　使用目的にもよるが、好ましい膜形成剤として、フェニルベンゾイミダゾールスルホン
酸の塩、水溶性ポリウレタン、たとえばＣ１０ポリカルバミルポリグリセリルエステル、
ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドンコポリマー、たとえばビニルピロリドン／
酢酸ビニルコポリマー、水溶性アクリル酸ポリマー／コポリマーまたはそのエステルもし
くは塩、たとえば部分アクリル酸／メタクリル酸のエステルコポリマー、および脂肪アル
コールのポリエチレングリコールエーテル、たとえばアクリラート／ステアレス－２０メ
タクリラートコポリマー、水溶性セルロース、たとえばヒドロキシメチルセルロース、ヒ
ドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、水溶性クオタニウム、ポリ
クオタニウム、カルボキシビニルポリマー、たとえばカルボマーおよびその塩、多糖類、
たとえばポリデキストロースおよびグルカン、酢酸／クロトン酸ビニル、たとえばＡｒｉ
ｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）Ａ６０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）という商品名で入手可能なもの
、およびポリマーのアミンオキシド、たとえば代表的なものとしてＤｉａｆｏｒｍｅｒ　
Ｚ－７１１、７１２、７３１、７５１という商品名で入手可能なものがある。
【０１０３】
　本発明の好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、１種または２種以
上の抗菌活性成分を含む。
【０１０４】
　好ましくは、防腐剤または殺菌活性成分などの好適な抗菌活性成分は、１種または２種
以上の芳香族置換基を含むアルコール類、好ましくは２－フェノキシエタノール、１－フ
ェノキシ－２－プロパノール、ベンジルアルコール、２－ヒドロキシビフェニルおよび２
－フェノキシエタノール、パラベン、好ましくはメチルパラベン、エチルパラベン、プロ
ピルパラベン、ブチルパラベン、イソブチルパラベン、メチルパラベンナトリウム、エチ
ルパラベンナトリウム、プロピルパラベンナトリウム、イソブチルパラベンナトリウム、
ブチルパラベンナトリウムまたはイソブチルパラベンナトリウム、ホルムアルデヒド供与
体、好ましくはイミダゾリジニル尿素、ジアゾリジニル尿素、ヒドロキシメチルグリシン
酸ナトリウム、ＤＭＤＭヒダントイン、ハロゲン化体、好ましくはブチルカルバミン酸ヨ
ウ化プロピニル、２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール、２，４，４’－
トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル（トリクロサン）、３，４，４’－ト
リクロロカルバニリド（トリクロカルバン）、クロルブタヌルム（ｃｈｌｏｒｂｕｔａｎ
ｕｌｕｍ）、２，４－ジクロロベンジルアルコール、Ｎ－（４－クロルフェニル－Ｎ’－
（３，４－ジクロルフェニル）尿素、１，２－ジブロモ－２，４－ジシアノブタン、モル
比３：１のメチルクロロイソチアゾリノンおよびメチルイソチアゾリノン、クロロキシレ
ノール、ケトコナゾール、オキシコナゾール、ブトコナゾール、クロトリマゾール、エコ
ナゾール、エニルコナゾール、フェンチコナゾール、ミコナゾール、スルコナゾール、チ
オコナゾール、フルコナゾール、イトラコナゾール、テルコナゾール、カチオン性窒素含
有体（ａｃｔｉｖｅ）、好ましくはセチルトリメチルアンモニウムクロリド、塩化セチル
ピリジニウム、塩化ベンゼトニウム、ジイソブチルエトキシエチル－ジメチルベンジルア
ンモニウムクロリド、ジイソブチル－フェノキシ－エトキシ－エチル－ジメチルベンジル
－アンモニウムクロリド、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチル－ベンジル－アンモニウムク
ロリド、－ブロミド、－サッカリナート、トリメチルアンモニウムクロリド、ナトリウム
アルミニウムクロロヒドロキシルアセタート、トリセチルメチルアンモニウムクロリド、
ジアミノアルキルアミド、たとえばＬ－リシンヘキサデシルアミド、有機酸およびその塩
、好ましくはクエン酸、クエン酸の重金属錯体（ｃｉｔｒｉｃ　ｈｅａｖｙ　ｍｅｔａｌ
　ｃｏｍｐｌｅｘ）、たとえばクエン酸銀、トリエチルシトラート、安息香酸、安息香酸
ナトリウム、安息香酸カリウム、ソルビン酸、ソルビン酸カリウム、ソルビン酸ナトリウ
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ム、ソルビン酸アンモニウム、プロピオン酸、サリチル酸、サリチラート、好ましくはサ
リチル酸ナトリウム、サリチル酸アンモニウム、サリチル酸カリウム、２，４－ヘキサン
ジエン酸、メタン酸、ウンデセニル酸、複素環体（ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　ａｃｔｉ
ｖｅ）、好ましくは３－アセチル－メチル－２，４－（３Ｈ）ピランジオン、５－アミノ
－１，３－ビス－（２－エチルヘキシル）－５－メチル－ヘキサヒドロピリミジン、４，
４－ジメチル－１，３－オキサゾリジン、メチルイソチアゾリノン、１－ヒドロキシ－４
－メチル－６－（２，４，４－トリメチルペンチル）－２（１Ｈ）－ピリドンおよびその
モノエタノールアミン塩、塩化銀、ポリ（ヘキサメチレンジグアニド）－ヒドロクロリド
、ピロクトース、好ましくはその亜鉛塩、ピリチオンおよびその重金属塩、好ましくはジ
ンクピリチオン、フェノール硫酸亜鉛、不飽和抗菌体（ａｎｔｉｍｉｃｒｏｂｉａｌ　ａ
ｃｔｉｖｅ）、好ましくはファルネソール、テルビナフィンまたはナフチフィン、複素環
芳香族体（ａｃｔｉｖｅ）、好ましくはビホナゾール、クロコナゾール、イソコナゾール
またはジオール、好ましくはペンタンジオール、カプリリルグリコール、１，２－ヘキサ
ンジオール、エチルヘキシルグリセリン、カプリル酸グリセリル、および抗菌体（ａｃｔ
ｉｖｅｓ）の組み合わせである。
【０１０５】
　本発明による組成物は最終組成物を基準として、好ましくは０．００１～５重量％の量
で、特に好ましくは０．０１～３重量％の量で、特に好ましくは０．１～２重量％の量で
抗菌剤を含む。
【０１０６】
　好ましい収斂薬は酸化物、好ましくは酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、二酸化チ
タン、二酸化ジルコニウムおよび酸化亜鉛、酸化物水和物、好ましくは酸化アルミニウム
水和物（ベーマイト）、および水酸化物、好ましくはカルシウム、マグネシウム、アルミ
ニウム、チタン、ジルコニウムまたは亜鉛の水酸化物である。
【０１０７】
　本発明による組成物は最終組成物を基準として、収斂剤活性成分を、好ましくは０～５
０重量％の量で、特に好ましくは０．０１～１０重量％の量で、とりわけ好ましくは０．
１～１０重量％の量で含む。
【０１０８】
　本発明による有利な組成物は、１種または２種以上の酸化防止剤を含む。化粧料および
／または医薬分野で慣用されているか、または好適な酸化防止剤であればどれを使用して
もよく、その使用は好ましいものであるが、あくまで任意である。
【０１０９】
　酸化防止剤は、有利には、許容用量に対して非常に小用量（ｖｅｒｙ　ｌｏｗ　ｔｏｌ
ｅｒａｔｅｄ　ｄｏｓｅ）（たとえばｐｍｏｌ／ｋｇ）のアミノ酸（たとえばグリシン、
ヒスチジン、チロシン、トリプトファン）およびその誘導体、イミダゾール（たとえばウ
ロカニン酸）およびその誘導体、ペプチド、たとえばＤ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノシ
ン、Ｌ－カルノシンおよびその誘導体（たとえばアンセリン）、カロテノイド、カロテン
（たとえばα－カロテン、β－カロテン、リコペン）およびその誘導体、クロロゲン酸お
よびその誘導体、リポ酸およびその誘導体（たとえばジヒドロリポ酸）、アウロチオグル
コース、プロピルチオウラシルおよび他のチオール（たとえばチオレドキシン、グルタチ
オン、システイン、シスチン、シスタミン、およびそのグリコシルエステル、Ｎ－アセチ
ルエステル、メチルエステル、エチルエステル、プロピルエステル、アミルエステル、ブ
チルエステルおよびラウリルエステル、パルミトイルエステル、オレイルエステル、γ－
リノレイルエステル、コレステリルエステルおよびグリセリルエステル）およびその塩、
ジラウリルチオジプロピオナート、ジステアリルチオジプロピオナート、チオジプロピオ
ン酸およびその誘導体（エステル、エーテル、ペプチド、脂質、ヌクレオチド、ヌクレオ
シドおよび塩）、およびスルホキシミン化合物（たとえばブチオニンスルホキシミン、ホ
モシステインスルホキシミン、ブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキサ－、ヘプタチオニ
ンスルホキシミン）、さらに（金属）キレート剤（たとえばα－ヒドロキシ脂肪酸、パル
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ミチン酸、フィチン酸、ラクトフェリン）、α－ヒドロキシ酸（たとえばクエン酸、乳酸
、リンゴ酸）、フミン酸、胆汁酸、胆汁抽出物、ビリルビン、ビリベルジン、ＥＤＴＡ、
ＥＧＴＡおよびその誘導体、不飽和脂肪酸およびその誘導体（たとえばγ－リノレン酸、
リノール酸、オレイン酸）、葉酸およびその誘導体、ユビキノンおよびユビキノールおよ
びその誘導体、ビタミンＣおよび誘導体（たとえばパルミチン酸アスコルビル、リン酸ア
スコルビルＭｇ、酢酸アスコルビル）、トコフェロールおよび誘導体（たとえばビタミン
Ｅアセタート）、ビタミンＡおよび誘導体（たとえばビタミンＡパルミタート）およびベ
ンゾイン樹脂の安息香酸コニフェリル、ルチン酸およびその誘導体、α－グリコシルルチ
ン、フェルラ酸、フルフリリデングルシトール、カルノシン、ブチルヒドロキシトルエン
、ブチルヒドロキシアニソール、ノルジヒドログアヤシン酸（ｎｏｒｄｉｈｙｄｒｏｇｕ
ａｉａｃｉｃ　ａｃｉｄ）、ノルジヒドログアヤレチン酸、トリヒドロキシブチロフェノ
ン、尿酸およびその誘導体、マンノースおよびその誘導体、亜鉛およびその誘導体（たと
えばＺｎＯ、ＺｎＳＯ４）、セレンおよびその誘導体（たとえばセレノメチオニン）、ス
チルベンおよびその誘導体（たとえばスチルベンオキシド、トランス－スチルベンオキシ
ド）、スーパーオキシドジスムターゼ、およびここに記載した本発明に好適な物質の誘導
体（塩、エステル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチドおよび脂質）
からなる群から選択される。
【０１１０】
　本発明の目的においては、水溶性の酸化防止剤を特に有利に使用することができる。
【０１１１】
　酸化防止剤は、酸化的ストレスから皮膚および毛髪を保護することができる。その際、
好ましい酸化防止剤は、ビタミンＥおよびその誘導体、ならびにビタミンＡおよびその誘
導体である。
【０１１２】
　本発明による組成物中の酸化防止剤（１種または２種以上の化合物）の量は最終組成物
を基準として、好ましくは０．００１～３０重量％、特に好ましくは０．０５～２０重量
％、特に１～１０重量％である。
【０１１３】
　ビタミンＥおよび／またはその誘導体が酸化防止剤（単数または複数）である場合、個
々の濃度は最終組成物を基準として０．００１～１０重量％の範囲から選択することが有
利である。
【０１１４】
　本発明の特に好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、スーパーオキ
シドジスムターゼ、トコフェロール（ビタミンＥ）およびアスコルビン酸（ビタミンＣ）
から選択される酸化防止剤を含む。
【０１１５】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、化粧料組成物または医薬組成物は、１種または
２種以上のＵＶフィルターまたはＵＶ吸収剤を含む。１種または２種以上のＵＶフィルタ
ーまたはＵＶ吸収剤は、無機物でも有機物でもよい。こうした組成物は、皮膚および／ま
たは毛髪を保護するサンスクリーン組成物であってもよい。ただし、こうした組成物は、
他の組成物でも構わない。こうした他の組成物の場合、１種または２種以上のＵＶフィル
ターまたはＵＶ吸収剤は、ＵＶ放射の影響から組成物の他の成分を保護することができる
。
【０１１６】
　たとえば無機ＵＶフィルターまたはＵＶ吸収剤として使用できる顔料またはミクロ顔料
は、好ましくはマイクロファイン（ｍｉｃｒｏｆｉｎｅ）二酸化チタン、雲母－二酸化チ
タン、酸化鉄、雲母－酸化鉄、酸化亜鉛、酸化ケイ素、群青、酸化クロムである。
【０１１７】
　好適な有機ＵＶフィルターまたはＵＶ吸収剤は、好ましくは４－アミノ安息香酸；３－
（４’－トリメチルアンモニウム）－ベンジリデンボラン－２－オンメチルスルファート
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；３，３，５－サリチル酸トリメチルシクロヘキシル；２－ヒドロキシ－４－メトキシベ
ンゾフェノン；２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸およびそのカリウム塩
、ナトリウム塩およびトリエタノールアミン塩；３，３’－（１，４－フェニレンジメチ
ン）ビス（７，７－ジメチル－２－オキソビシクロ［２．２．１］ヘプタン－１－メタン
スルホン酸およびその塩；１－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（４－メトキシ
フェニル）プロパン－１，３－ジオン、３－（４’－スルホ）ベンジリデンボルナン－２
－オンおよびその塩；２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリル酸２－エチルヘキシルエ
ステル；Ｎ－［２（および４）－（２－オキソボルン－３－イリデンメチル）ベンジル］
アクリルアミドのポリマー；４－メトキシ桂皮酸２－エチルヘキシルエステル；エトキシ
ル化エチル４－アミノベンゾアート；４－メトキシ桂皮酸イソアミルエステル；２，４，
６－トリス［ｐ－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－ト
リアジン；２－（２Ｎ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－メチ
ル－３－（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリルオキシ）－ジシロキ
サニル）プロピル）フェノール；４，４’－［（６－［４－（（１，１－ジメチルエチル
）アミノカルボニル）フェニル－アミノ］－１，３，５－トリアジン－２，４－イル）ジ
イミノ］ビス（安息香酸２－エチルヘキシルエステル）；３－（４’－メチル－ベンジリ
デン）－Ｄ，Ｌ－カンファー；３－ベンジリデンカンファー；サリチル酸２－エチルヘキ
シルエステル；４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシルエステル；ヒドロキシ－
４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸（スリソベンゾヌム（ｓｕｌｉｓｏｂｅｎ
ｚｏｎｕｍ））およびナトリウム塩；および／または４－サリチル酸イソプロピルベンジ
ル、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－４－（２－オキソボルン－３－イリデンメチル）アニリニ
ウムメチルスルファート、ホモサラート（ＩＮＮ）オキシベンゾン（ＩＮＮ）、２－フェ
ニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸およびそのＮａ塩、Ｋ塩およびトリエタノール
アミン塩、α－（２－オキソボルン－３－イリデン）トルエン－４－スルホン酸およびそ
の塩、オクチルメトキシ桂皮酸、イソペンチル－４－メトキシ桂皮酸、イソアミル－ｐ－
メトキシ桂皮酸、２，４，６－トリアニリノ－（ｐ－カルボ－２’－エチルヘキシル－１
’－オキシ）－１，３，５－トリアジン（オクチルトリアゾン）フェノール、２－２（２
Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－メチル－３－（１，３，
３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリル）オキシ）ジシロキサニル）プロピル（
ドロメトリアゾールトリシロキサン）安息香酸、４，４－（（６－（（（１，１－ジメチ
ルエチル）アミノ）カルボニル）フェニル）アミノ）－１，３，５－トリアジン－２，４
－ジイル）ジイミノ）ビス、ビス（２－エチルヘキシル）エステル）安息香酸、４，４－
（（６－（（（１，１－ジメチルエチル）－アミノ）カルボニル）フェニル）アミノ）－
１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル）ジイミノ）ビス、ビス（２－エチルヘキシル
）-エステル）３－（４’－メチルベンジリデン）－ｄ，ｌ－カンファー（４－メチルベ
ンジリデンカンファー）、３－ベンジリデンカンファー（３－ベンジリデンカンファー）
、２－エチルヘキシルサリチラート（オクチルサリチラート）、エチル－２－ヘキシル４
－ジメチルアミノベンゾアート（オクチルジメチルＰＡＢＡ）、２－ヒドロキシ－４－メ
トキシベンゾフェノン－５－スルホン酸（ベンゾフェノン－５）およびＮａ塩、２，２’
－メチレンビス－６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－（テトラメチルブ
チル）－１，１，３，３－フェノール、２－２’－ビス（１，４－フェニレン）１Ｈ－ベ
ンゾイミダゾール－４，６－ジスルホン酸のナトリウム塩、（１，３，５）－トリアジン
－２，４－ビス（（４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ）フェニル）－
６－（４－メトキシフェニル）、２－エチルヘキシル２－シアノ－３，３－ジフェニル－
２－プロペノアート、オクタン酸グリセリル　ジ－ｐ－メトキシ桂皮酸、ｐ－アミノ安息
香酸およびエステル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、４－
（２－［β］－グルコピラノキシ）プロポキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、オクチ
ルサリチラート、メチル－２，５－ジイソプロピル桂皮酸、シノキサート、ジヒドロキシ
ジメトキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５，５’
－ジスルホベンゾフェノンの二ナトリウム塩、ジヒドロキシベンゾフェノン、１－３，４
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－ジメトキシフェニル）－４，４－ジメチル－１，３－ペンタンジオン、２－エチルヘキ
シルジメトキシ－ベンジリデンジオキソイミダゾリジンプロピオナート、テトラヒドロキ
シベンゾフェノン、テレフタリデンジカンファースルホン酸、２，４，６－トリス［４－
２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－トリアジン、メチルビ
ス（トリメチルシロキシ）シリルイソペンチルトリメトキシ桂皮酸、アミルｐ－ジメチル
アミノベンゾアート、アミルｐ－ジメチルアミノベンゾアート、２－エチルヘキシルｐ－
ジメチル－アミノベンゾアート、イソプロピルｐ－メトキシ桂皮酸／ジイソプロピル桂皮
酸エステル、２－エチルヘキシルｐ－メトキシ桂皮酸、２－ヒドロキシ－４－メトキシベ
ンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸および三
水和物、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホナート、Ｎａ塩、フ
ェニルベンゾイミダゾールスルホン酸である。
【０１１８】
　本発明による組成物中の１種または２種以上の無機もしくは有機ＵＶフィルターまたは
ＵＶ吸収剤の量は最終組成物を基準として、好ましくは０．１～１０重量％、特に好まし
くは０．５～８重量％、とりわけ好ましくは１～５重量％である。
【０１１９】
　好適なゲル化剤は、液相に溶解し、網目構造を形成することにより液相を固めるあらゆ
る表面活性物質である。好適なゲル化剤については、たとえば、特許文献１０に記載され
ている。
【０１２０】
　好ましいゲル化剤は、脂肪酸の金属塩、好ましくは炭素原子数１２～２２の脂肪酸の金
属塩であり、たとえばステアリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム、ラウリン酸ナ
トリウム、アラキジン酸ナトリウム、ベヘン酸ナトリウム、ステアリン酸カリウム、パル
ミチン酸カリウム、ミリスチン酸ナトリウム、モノステアリン酸アルミニウム、ヒドロキ
シ脂肪酸、たとえば１２－ヒドロキシステアリン酸、１６－ヒドロキシヘキサデカノイル
酸；脂肪酸アミド；脂肪酸アルカノールアミド；ジベンザルソルビトール、ならびにアル
コールポリアミドおよびポリアクリルアミド、またはこれらの混合物がある。
【０１２１】
　好ましくは、本発明による組成物は最終組成物を基準として、０．０１～２０重量％、
特に好ましくは０．１～１０重量％、とりわけ好ましくは１～８重量％、特に非常に好ま
しくは３～７重量％のゲル化剤を含む。
【０１２２】
　別の添加剤は、シリコーン化合物、好ましくはジメチルポリシロキサン、メチルフェニ
ルポリシロキサン、環状シリコーンならびにアミノ変性、脂肪酸変性、アルコール変性、
ポリエーテル変性、エポキシ変性、フッ素変性および／またはアルキル変性シリコーン化
合物、たとえばアルキルシリコーンのＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４
１Ｍ１０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ１５、ＳｉｌＣａｒｅ
（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ２０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏ
ｎｅ　４１Ｍ３０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）、アルキルトリメチコンのＳｉｌＣａｒｅ（登録
商標）３１Ｍ３０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）３１Ｍ４０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標
）３１Ｍ５０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）３１Ｍ６０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）、フェニル
トリメチコンのＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）１５Ｍ３０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）１
５Ｍ４０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）１５Ｍ５０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）１５Ｍ
６０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）、アモジメチコン、たとえばＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉ
ｌｉｃｏｎｅ　ＳＥＡ、ポリアルキルアリールシロキサン、およびポリエーテルシロキサ
ンコポリマーであってもよい。
【０１２３】
　本発明による組成物は最終組成物を基準として、上記のシリコーン化合物を、好ましく
は０．１～２０重量％、特に好ましくは０．２～１５重量％、とりわけ好ましくは０．５
～１０重量％の重量で含んでもよい。
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【０１２４】
　好適なキャリア材料は、好ましくは植物油、天然油および硬化油、ワックス、油脂、水
、アルコール、ポリオール、グリセロール、グリセリド、流動パラフィン、液体脂肪アル
コール、ステロール、ポリエチレングリコール、セルロースおよびセルロース誘導体であ
る。
【０１２５】
　本発明による組成物は、有利には、通常のセラミド、擬似セラミド、脂肪酸Ｎ－アルキ
ルポリヒドロキシアルキルアミド、コレステロール、コレステロール脂肪酸エステル、脂
肪酸、トリグリセリド、セレブロシド、リン脂質および類似物質と混合することができる
。
【０１２６】
　パール光沢付与化合物としては、脂肪酸モノアルカノールアミド、脂肪酸ジアルカノー
ルアミド、アルキレングリコール、特にエチレングリコールおよび／もしくはプロピレン
グリコールまたはそのオリゴマーと高級脂肪酸、たとえばパルミチン酸、ステアリン酸も
しくはベヘン酸またはこれらの混合物とのモノエステルまたはジエステル、アルキレング
リコールと脂肪酸とのモノエステルまたはジエステル、脂肪酸およびその金属塩、グリセ
ロールとカルボン酸のモノエステルまたはポリエステル、および様々な種類のケトスルホ
ン類が好ましい。本発明による組成物では、パール光沢付与要素は、特に好ましくはジス
テアリン酸エチレングリコールおよびグリコール単位数３のポリエチレングリコールジス
テアラートである。
【０１２７】
　利用できる保湿物質は、好ましくはパルミチン酸イソプロピル、グリセロールおよび／
またはソルビトールであり、好ましくは最終組成物を基準として０．１～５０％の重量で
使用する。
【０１２８】
　使用してもよい過脂肪剤は、好ましくはラノリンおよびレシチン、非エトキシル化およ
びポリエトキシル化またはアシル化ラノリンおよびレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エ
ステル、モノ－、ジ－およびトリグリセリドおよび／または脂肪酸アルカノールアミドで
ある。
【０１２９】
　使用できる染料は、化粧料および医薬目的として承認され、その目的に好適な物質であ
る。使用できる染料の例は、たとえばＥｕｒｏｐｅａｎ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　Ｄｉｒｅ
ｃｔｉｖｅ　７６／７６８／ＥＥＣのＡＮＮＥＸ　ＩＶに記載されている。
【０１３０】
　使用してもよい香料および／または香油として、各着香化合物、たとえばエステル型、
エーテル型、アルデヒド型、ケトン型、アルコール型および炭化水素型の合成生成物があ
る。エステル型の着香化合物には、たとえば酢酸ベンジル、イソ酪酸フェノキシエチル、
ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシルアセタート、酢酸リナリル、ジメチルベンジルカル
ビニルアセタート、フェニルエチルアセタート、安息香酸リナリル、ギ酸ベンジル、エチ
ルメチルフェニルグリシナート、シクロヘキシルプロピオン酸アリル、プロピオン酸スチ
ラリルおよびベンジルサリチラートがある。エーテルとしては、たとえばベンジルエチル
エーテルが挙げられ、アルデヒドとしては、たとえば、８～１８個の炭素原子を持つ直鎖
アルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、シ
クラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアールおよびブルゲオナールが挙
げられ、ケトンとしては、たとえばイオノン、α－イソメチルイオノンおよびメチルセド
リルケトンが挙げられ、アルコールとしては、アネトール、シトロネロール、オイゲノー
ル、ゲラニオール、リナロイル、フェニルエチルアルコールおよびテルピネオールが挙げ
られ、炭化水素としては主にテルペンおよびバルサムが挙げられる。組み合わせると心地
よい香りを放つ様々な着臭剤の混合物を使用することが好ましい。
【０１３１】



(29) JP 5531012 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

　香油はさらに、植物または動物源から得られるような天然着香物質混合物、たとえばマ
ツ、柑橘類、ジャスミン、ユリ、バラまたはイランイラン油を含んでもよい。主に芳香要
素として使用される低揮発性の精油も香油として好適であり、たとえばセージ油、カモミ
ール油、チョウジ油、メリッサ油、ミント油、桂葉油、フユボダイジュ油（ｌｉｎｄｅｎ
　ｂｌｏｓｓｏｍ　ｏｉｌ）、ジュニパーベリー油、ベチバー油、オリバナム油、ガルバ
ナム油およびラブダナム油がある。
【０１３２】
　ｐＨを調整するために使用される酸または塩基は、好ましくは鉱酸、特にＨＣｌ、無機
塩基、特にＮａＯＨまたはＫＯＨ、および有機酸、特にクエン酸である。
【０１３３】
　本組成物は、好ましくはｐＨ２～１２、好ましくはｐＨ３～９、特に好ましくはｐＨ４
～８の範囲に調整される。
【０１３４】
　本発明による化粧料組成物および医薬組成物は、一般式（Ｉ）のポリシロキサン類を用
いて調製することができる。
【０１３５】
　したがって、本発明はさらに、化粧料組成物または医薬組成物を製造するための、一般
式（Ｉ）の１種または２種以上のポリシロキサン類の使用を提供する。
【０１３６】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、好ましくは乳化剤として適している。したがって
、本発明はさらに、好ましくは本発明による化粧料組成物または医薬組成物中の、特に好
ましくは本発明のエマルジョン中の乳化剤としての、一般式（Ｉ）の１種または２種以上
のポリシロキサン類の使用に関する。
【０１３７】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、無機および有機ＵＶ吸収剤からなる群から選択さ
れる１種または２種以上の物質を含む組成物のサンプロテクションファクターを向上させ
るのに適していることが好ましい。したがって、本発明はまた、好ましくは本発明による
化粧料組成物または医薬組成物中の無機および有機ＵＶ吸収剤からなる群から選択される
１種または２種以上の物質を含む組成物のサンプロテクションファクターを向上させるた
めの、一般式（Ｉ）の１種または２種以上のポリシロキサンの使用に関する。
【０１３８】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、皮膚および毛髪に対して柔軟効果を示す。このた
め、本発明はさらに、皮膚および／または毛髪、好ましくはヒト皮膚および／またはヒト
毛髪を柔軟にするための、本発明による化粧料組成物または医薬組成物の使用を提供する
。
【０１３９】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、皮膚および／または毛髪に対して有利なコンディ
ショニング効果を示す。このため、本発明は、皮膚および／または毛髪、好ましくはヒト
皮膚および／またはヒト毛髪をコンディショニングするための、本発明による化粧料組成
物または医薬組成物の使用も提供する。
【０１４０】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、毛髪、好ましくはヒト毛髪に対してボリュームア
ップ効果および光沢付与効果を示す。このため、本発明はさらに、好ましくは、毛髪、好
ましくはヒト毛髪に対してボリュームおよび光沢を付与すか、または改善するためのヘア
スタイリング組成物形態における、本発明による化粧料組成物または医薬組成物の使用も
提供する。
【０１４１】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、毛髪着色剤の色吸収挙動（ｃｏｌｏｒ　ａｂｓｏ
ｒｐｔｉｏｎ　ｂｅｈａｖｉｏｒ）を改善する。一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は同時
に色保護添加剤であるため、毛染剤（ｈａｉｒ　ｔｉｎｔ）または永久毛髪着色剤の保持
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性も向上させ、着色されたケラチン繊維、好ましくは着色されたヒト毛髪の色の安定性を
改善する。したがって、本発明はまた、着色されたケラチン繊維、好ましくは着色された
ヒト毛髪の色を保護し維持するための、本発明による化粧料組成物または医薬組成物の使
用を提供する。
【０１４２】
　一般式（Ｉ）のポリシロキサン類は、良好な皮膚感覚特性を示す。したがって、本発明
はまた、好ましくはヒト皮膚に対して良好な皮膚感覚特性を与えるための、本発明による
化粧料組成物または医薬組成物の使用を提供する。
【０１４３】
　一般式（Ｉ）の官能化ポリシロキサンポリマーは、タイプ（ＩＩ）のアミノアルキル分
枝ポリシロキサンポリマーを最初に合成することで作製できる。こうしたタイプ（ＩＩ）
のアミノ置換ポリシロキサン類の合成条件は、当業者に知られている。この反応は、シリ
コーンの文献に記載された平衡反応である。平衡になると、アミノアルキルシラン単位が
シロキサン鎖に挿入される。この反応は通常、酸性またはアルカリ性触媒の存在下で行わ
れる。
【０１４４】
　その後、グリセリンカルボナート、エチレンカルボナート、プロピレンカルボナート、
ブチレンカルボナート、炭酸エチレンビニルなどの環状カルボナートを加えて、式（Ｉ）
の予想されるカルバマート分枝ポリシロキサンポリマーを形成する。
【０１４５】
　たとえば、上記の一般式（Ｉ）のカルバマート官能性ポリシロキサン類の調製は、以下
の一般式（ＩＩ）のアミノ官能性ポリシロキサン
【化７】

（式中、Ｒ１およびＲ２は式（Ｉ）と同様に定義され；Ｒ４ａは－Ｈまたは－ＣＨ２－（
ＣＨ２）ｗ－ＮＨ２であり；ｍ、ｎ、ｗおよびｘは式（Ｉ）と同様に定義される）
を以下の化合物（Ａ）～（Ｅ）と反応させて行うことができる。

【化８】

【０１４６】
　上記の一般式（ＩＩ）において好ましくは独立に、
Ｒ１は水素、メチル、フェニル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシまたはヒドロキシル残基；特に好
ましくはメチル残基を表し；
Ｒ２は水素、メチル、フェニル、Ｃ１～Ｃ３アルコキシまたはヒドロキシル残基；特に好
ましくはメチル、ＯＨまたはＯＣＨ３残基；とりわけ好ましくはメチル残基を表し；
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ｎは１～３０００の値を有し、好ましくは平均値が４０～６００であり；特に好ましくは
平均値が４０～３５０であり；
Ｒ４ａは－ＣＨ２－（ＣＨ２）ｗ－ＮＨ２であり；
ｗは１～６の値を有し；特に好ましくは１であり；そして
ｘは１～６の値を有し；特に好ましくは１である。
【０１４７】
　一般式（ＩＩ）の好ましい分枝アミノ官能性アミノポリシロキサン類は直鎖ポリジメチ
ルシロキサン類であり、任意に末端基Ｒ２としてＣ１～Ｃ３アルコキシ；アルキル、好ま
しくはＣ１～Ｃ４アルキル、特に好ましくはメチル；またはヒドロキシル基を持つ。
【０１４８】
　式（ＩＩ）の化合物中の滴定窒素（ｔｉｔｒａｂｌｅ ｎｉｔｒｏｇｅｎ）含有量は、
好ましくはＡｎ＝０．０１ｍｍｏｌ／ｇ～２．０ｍｍｏｌ／ｇ、特に好ましくは０．１ｍ
ｍｏｌ／ｇ～１．０ｍｍｏｌ／ｇである。Ａｎはアミン価を表す。
【０１４９】
　一般式（ＩＩ）の分枝アミノ官能性アミノポリシロキサン類は、好ましくは２５℃での
平均粘度が５０～１００，０００センチポアズ、特に１００～１５，０００センチポアズ
である。
【０１５０】
　この反応は、任意に好適な溶媒の存在下で行ってもよい。好ましいのは、アルコールま
たはケトンなどの極性溶媒であり、その例として、メタノール、エタノール、プロパノー
ル、イソプロパノール、アセトンまたはエチルメチルケトンが挙げられる。
【０１５１】
　好ましくは、この反応は、使用する溶媒に応じて４０～１２０℃の範囲内の温度で行う
。
【０１５２】
　一層好ましくは、この反応は、溶媒を使用せずに４０～６０℃の範囲内の温度で行う。
【実施例】
【０１５３】
　以下の例および応用例（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ）は、本発明をより詳細に説明する
ものであり、ただし、本発明をそれに限定することを意図するものではない。示した割合
は、明確に他に記載がない場合、すべて重量パーセント（ｗｔ．－％）である。
【０１５４】
一般式（Ｉ）のポリオルガノシロキサン類の調製例
　各例で使用した材料：Ｗａｃｋｅｒからアミノプロピルジメトキシシラン（ＡＰＭＤＳ
）、アミノエチルアミノプロピルジエトキシシラン（ＤＹＮＡＳ）、オクタメチルシクロ
テトラシロキサン（Ｄ４）およびα、ω－ＯＨ－ポリジメチルシロキサン（ＷＡＰＯＳＩ
Ｌ）を入手する。Ｈｕｎｔｓｍａｎからエチレンカルボナート（ＥＣ）、グリセリンカル
ボナート（ＧＣ）、プロピレンカルボナート（ＰＣ）およびブチレンカルボナート（ＢＣ
）を入手する。Ａｌｄｒｉｃｈから水酸化ベンジルトリメチルアンモニウム（４０％メタ
ノール溶液）を入手する。すべての材料をさらに精製することなく、入手したままで使用
する。
【０１５５】
　α、ω末端にＯＨ基を有するアミノシロキサン油類の場合、合成は主に、ベンジルトリ
メチルアンモニウム触媒の存在下で所定量のＤ４またはＷＡＰＯＳＩＬおよびＡＰＭＤＳ
またはＤＹＮＡＳを反応させて行う。オリゴマーの分子量についてはアミンに対するＤ４
の比率を変えて調整する。この反応は、８０℃で１０時間行う。反応の終了後、温度を１
７０℃まで上昇させ、その温度で１時間維持して触媒を分解する。
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【化９】

【０１５６】
　α、ω末端にアルキル基を有するアミノシロキサン油類の場合、対応する合成を主にベ
ンジルトリメチルアンモニウム触媒の存在下で所定量のＷＡＰＯＳＩＬ、ヘキサメチルジ
シロキサンおよびＡＰＭＤＳまたはＤＹＮＡＳを反応させて行う。オリゴマーの分子量に
ついてはアミンに対するヘキサメチルジシロキサンの比率を変えて調整する。前述のよう
に、この反応は、８０℃で１０時間行う。反応の終了後、温度を１７０℃まで上昇させ、
その温度で１時間維持して触媒を分解する。
【化１０】

【０１５７】
実施例１
　１２．０８ｇ（０．１０２モル）のグリセリンカルボナートを、滴定窒素含有量がＡｎ
＝２．０４ｍｍｏｌ／ｇであるアミノプロピル基を含み、かつα、ω末端にＯＨを有する
５０ｇのポリジメチルシロキサンに加えた。この混合物を４０℃で２４０分間撹拌した。
最初、混合物は低粘度で無色透明であったが、短時間で粘度が著しく高まった。反応終了
時の滴定窒素含有量は、Ａｎ＝０．０８ｍｍｏｌ／ｇであった。変換率：９６％。
【化１１】

【０１５８】
実施例２
　４．６９ｇ（０．０４モル）のグリセリンカルボナートを、滴定窒素含有量がＡｎ＝０
．５３ｍｍｏｌ／ｇであるアミノエチルアミノプロピル基を含み、かつα、ω末端にメチ
ルを有する５０ｇのポリジメチルシロキサンに室温で加えた。この混合物を４０℃で４時
間撹拌した。得られた白色油は、滴定窒素最終含有量がＡｎ＝０．０１５ｍｍｏｌ／ｇを
示した。変換率：９７％
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【化１２】

【０１５９】
実施例３
　６．４ｇ（０．０５１モル）のグリセリンカルボナートを、滴定窒素含有量がＡｎ＝０
．９８ｍｍｏｌ／ｇであるアミノエチルアミノプロピル基を含み、かつα、ω末端にメチ
ルを有する５０ｇのポリジメチルシロキサンに加えた。この混合物を６０℃で９０分間撹
拌した。ほぼ透明な得られた油を室温まで冷却し、その窒素含有量をＡｎ＝０．０６ｍｍ
ｏｌ／ｇで測定した。粘度：３６２０Ｃｐｓ。変換率：９４％
【０１６０】
表１
　グリセリンカルボナートと反応させた、α、ω末端にメチルを有するアミノエチルアミ
ノプロピル－ポリジメチルシロキサンの特性。Ａｎｉ：出発材料の最初のアミン含有量。
Ａｎｆ：得られたポリマーの最終アミン含有量。以下の表に、ジメチルシロキサン単位（
ｎ）およびメチル－アミノシロキサン単位（ｍ）の平均値の合計をｍ＋ｎで示す。
【０１６１】

【表１】

ｅｑ　ＧＣ：式（ＩＩ）による出発材料のアミン基に対するグリセリンカルボナートの当
量
【０１６２】
実施例８
　４．３ｇ（０．０４２モル）のプロピレンカルボナートを、滴定窒素含有量がＡｎ＝２
．０ｍｍｏｌ／ｇであるアミノプロピル基を含み、かつα、ω末端にメチルを有する１０
．０６ｇのポリジメチルシロキサンに加えた。この混合物を４０℃で２４０分間撹拌した
。最初、混合物は低粘度で無色透明であったが、短時間で粘度が著しく高まった。反応終
了時の滴定窒素含有量は、Ａｎ＝０．０２ｍｍｏｌ／ｇであった。変換率：９９％。
【化１３】

【０１６３】
実施例９
　４．８ｇ（０．０４２モル）のブチレンカルボナートを、滴定窒素含有量がＡｎ＝２．
０ｍｍｏｌ／ｇであるアミノプロピル基を含み、かつα、ω末端にメチルを有する１０．
０６ｇのポリジメチルシロキサンに加えた。この混合物を６０℃で１２０分間撹拌した。
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最初、混合物は低粘度で無色透明であったが、短時間で粘度が著しく高まった。反応終了
時の滴定窒素含有量は、Ａｎ＝０．０３ｍｍｏｌ／ｇであった。変換率：９８％。
【化１４】

【０１６４】
化粧料組成物または医薬組成物の例
【０１６５】
小児用サンスクリーン

【０１６６】
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調製方法：
Ｉ　　　Ａ相を８０℃まで加熱した。
ＩＩ　　Ｂ相を８０℃まで加熱した。
ＩＩＩ　ＩＩをＩに撹拌しながら加え、さらに周囲温度になるまで撹拌した。
ＩＶ　　Ｃの要素を３５℃でＩＩＩに順次添加した。
Ｖ　　　最後にエマルジョンをホモジナイズした。
【０１６７】
　夜用Ｗ／Ｏエクストラモイスチャークリーム

【０１６８】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相を８０℃まで加熱した。
ＩＩ　　Ｂ相を８０℃まで加熱し、温度が３０℃未満になるまでＩに撹拌しながら加えた
。
ＩＩＩ　Ｃ相を混合し、ＩＩに撹拌しながら加えた。
ＩＶ　　最後にＤをＩＩＩに加え、ＩＩＩを高剪断ミキサーでホモジナイズした。
【０１６９】
Ｗ／Ｏシルクボディミルク（Ｓｉｌｋ Ｂｏｄｙ Ｍｉｌｋ）

【０１７０】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相を８０℃まで加熱した。
ＩＩ　　Ｂ相を撹拌しながらゆっくりとＩに加えた。
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ＩＶ　　緩やかに撹拌しながら冷却後、Ｃ相を４０℃未満でＩＩＩに加えた。
Ｖ　　　ＩＶを３０℃未満で再びホモジナイズした。
【０１７１】
クリームリンス

【０１７２】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相を約７０℃で溶融した。
ＩＩ　　Ｂ相を約７０℃まで加熱した。
ＩＩＩ　ＩＩを撹拌しながらＩに加え、冷却するまで撹拌した。
ＩＶ　　約３０℃でＣ相をＩＩＩに加えた。
Ｖ　　　最後にｐＨを４．０に調整した。
【０１７３】
透明なコンディショニングシャンプー

【０１７４】
調製方法：
Ｉ　　　Ａの各要素を混合した。
ＩＩ　　Ｂの各要素をＩに順次添加した。
ＩＩＩ　ｐＨを調整した。
ＩＶ　　最後に粘度をＣで調整した。
【０１７５】
芳香スプレー（Ｐｅｒｆｕｍｅ　Ｓｐｒａｙ）
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＊バニラの香りが望ましい
【０１７６】
調製方法：
Ｉ　　　Ａの各要素を混合した。
ＩＩ　　Ｂの各要素をＩに順次添加し、撹拌した。
【０１７７】
アフターシェーブバームクリーム（Ｂａｌｍ　Ｃｒｅａｍ）

【０１７８】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相を６０℃で溶融し、次いでＢ相を加えた。
ＩＩ　　Ｃ相を６０℃まで加熱した。
ＩＩＩ　ＩＩをＩに撹拌しながら加え、さらに冷却するまで撹拌した。
ＩＶ　　Ｄ相を約３５℃でＩＩＩに加えた。
Ｖ　　　最後にｐＨをＥで調整した。
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【０１７９】
Ｏ／Ｗクリーム

【０１８０】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相およびＢ相を混合した。
ＩＩ　　ＣをＩに撹拌しながら加えた。
ＩＩＩ　ＤをＩＩに加えた。
ＩＶ　　最後にエマルジョンを高剪断ミキサーでホモジナイズした。
【０１８１】
保湿クリームゲル
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【０１８２】
調製方法：
Ｉ　　　Ａの各要素を混合した。
ＩＩ　　Ｄの各要素をＣに溶解させた。
ＩＩＩ　Ｂ相をＩに撹拌しながら加えた。
ＩＶ　　ＩＩをＩＩＩに撹拌しながら加えた。
Ｖ　　　Ｅ相をＩＶに撹拌しながら加え、さらによく撹拌した。
ＶＩ　　最後にこのエマルジョンをホモジナイズした。
【０１８３】
サンスクリーンクリームゲル
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【０１８４】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相およびＢ相を混合し、中和した（ｐＨ約７．３）。
ＩＩ　　Ｃ相をＩに加え、均一なゲルが得られるまで撹拌した。
ＩＩＩ　Ｄの各要素を混合し、若干加熱してから、加熱した混合物をＩＩに加えた。
ＩＶ　　最後にＥをＩＩＩに加えた。
【０１８５】
毛髪トリートメント

【０１８６】
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調製方法：
Ｉ　　　Ａ相を約７５℃で溶融した。
ＩＩ　　Ｂ相をＣ相に撹拌しながら溶解させ、約７５℃まで加熱した。
ＩＩＩ　ＩＩをＩに撹拌しながら加え、さらに冷却するまで撹拌した。
ＩＶ　　約３０℃でＤの各要素をＩＩＩに加えた。
Ｖ　　　最後にｐＨを４．０に調整した。
【０１８７】
くせ毛矯正剤（Ａｎｔｉ－Ｆｒｉｚｚ）

【０１８８】
調製方法：
Ｉ　　　Ａの各要素を撹拌し、若干加熱しながら溶解させた。
ＩＩ　　Ｂ相をＩに加えた。
ＩＩＩ　Ｃの各要素を第２のビーカーに混合した。
ＩＶ　　高剪断ミキサーでホモジナイズしながら、ＩをゆっくりとＩＩＩに加えた。
【０１８９】
シマーリングブロンズゲル（Ｓｈｉｍｍｅｒｉｎｇ　Ｂｒｏｎｚｅ　Ｇｅｌ）
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【０１９０】
調製方法：
Ｉ　　　Ｂ相をＡに溶解させた。加熱する必要はなかった。
ＩＩ　　Ｃの各要素を混合し、低撹拌で撹拌しながらＩに加えた。
ＩＩＩ　次いでＩＩをより高撹拌（約２００～２５０ｒ．ｐ．ｍ．）で約２時間撹拌して
均一なゲルを得た。
ＩＶ　　Ｄ相をＩＩＩに加えた。
【０１９１】
制汗ロールオン
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【０１９２】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相をＢに混合し、撹拌しながら加熱して（８０℃）溶解させた。
ＩＩ　　Ｃ相をＩに加えた。
ＩＩＩ　Ｄ相を約５０℃で溶融し、撹拌しながらＩＩに加えた。透明な溶液が得られるま
で、これを撹拌した。
ＩＶ　　Ｅ相を約３０℃で加えた。
【０１９３】
Ｏ／Ｗソフトデイクリーム

【０１９４】
調製
Ｉ　　　Ａを約８０℃で溶融する。
ＩＩ　　ＢをＡに撹拌しながら加える。
ＩＩＩ　Ｃの各要素を室温で溶解し、これをＩＩに加える。
ＩＶ　　約３０℃でＤをＩＩＩに撹拌しながら加える。
Ｖ　　　最後にこのエマルジョンをホモジナイズする。
【０１９５】
サンスクリーンクリームゲル



(44) JP 5531012 B2 2014.6.25

10

20

30

【０１９６】
調製方法：
Ｉ　　　ＡおよびＢを混合し、これを中和する（ｐＨ約７．３に調整する）。
ＩＩ　　Ｃを加え、均一なゲルが得られるまで撹拌する。
ＩＩＩ　Ｄの各要素を混合し、若干加熱してこれを溶解させ、ＩＩに加える。
ＩＶ　　最後にＥをＩＩＩに加える。
【０１９７】
ウルトラマイルドふけ防止シャンプー
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【０１９８】
調製方法：
Ｉ　　　ＡをＢと混合する。
ＩＩ　　ＣをＩに加え、透明な溶液が得られるまで撹拌を続ける。
ＩＩＩ　Ｄの各要素をＩに加える。
ＩＶ　　撹拌しながらＦの各要素をＥに溶解し、若干加熱してから、ＩＶをＩに加える。
Ｖ　　　Ｇの各要素をＩに加える。
ＶＩ　　ｐＨを調整する（ｐＨ５．０～５．５）。
ＶＩＩ　最後に粘度をＨで調整する。
【０１９９】
　乳化剤としての式（Ｉ）の化合物の使用に関する実施例
【０２００】
実施例Ａ

【表２】

Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２４５：シクロメチコン；Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２００：
ジメチコン
【０２０１】
実施例Ｂ
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【表３】

【０２０２】
実施例Ｃ
【表４】

【０２０３】
実施例Ｄ
【表５】

【０２０４】
実施例Ｅ
試験製剤：

【０２０５】
調製方法：
Ｉ　　　Ａ相の各要素を混合した。
ＩＩ　　Ｂ相の各要素を混合した。
ＩＩＩ　ＩＩをＩに加え、均一な製剤が得られるまでＩＩＩを混合した。
【０２０６】
　結果：安定かつ均一な白色のエマルジョン。
【０２０７】
　実施例Ａ～Ｅのポリシロキサンにより水相および油相が乳化される。このポリシロキサ
ンを使用しない場合、安定なエマルジョンが得られなかった。
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